
NPO法人アクションポート横浜 

TEL        045-662-4395

メール　info@actionport-yokohama.arg

231-0023 94
TEL:045-662-4395
URL:https://actionport-yokohama.org/

発　行：2026年3月
発行者：NPO法人アクションポート横浜
作　成：郡司桃花、中山智萌、高城芳之

©
2026
NPO法人アクションポート横浜

このマップは、若者の地域参加を広げる活動の一環として制作しています。
活動応援基金への寄付（1口500円）にご協力をお願いします。

横浜銀行本店営業部
普通預金
1847186
特定非営利活動法人
ｱｸｼｮﾝﾎﾟｰﾄ横浜

寄付はこちら



目次

横浜アクションマップ発行にあたって ご支援・ご協力をいただいた皆様

横浜アクションマップを寄付で支えてください第一部「横浜アクションマップ」

  横浜アクションアワードとは　　　　　　   

  団体一覧                          

  団体の活動紹介のページ 

  行政の取り組み 

  NPOインターンシップの紹介 

第二部「作成にあたって」                             　　　　　 　 

 横浜アクションマップを作成してわかったこと　　　　　　　　　　　　　　　

 コラム 若者と地域をつなぐ現場から 

 NPO法人アクションポート横浜活動紹介                        

 ご支援 ・ご協力いただいた皆様   
















































－18－

－１－

 　「若者の地域活動は、とても楽しい！」

　そんな魅力をもっと多くの人に届けたいという思いから、私たちは2年前に「横浜アクシ

ョンマップ」を制作しました。ありがたいことに、想像以上の反響をいただき、若者の活動

を知るきっかけになった、つながりが生まれた、という声も寄せられました。

　横浜には、地域を大切に思い、地域の人たちと関わりながら活動している若者が数多くい

ます。アクションポート横浜では、2020年から「横浜アクションアワード」を通じて、そう

した若者たちの挑戦や実践を応援してきました。その中で、活動の広がりとともに、オンラ

イン化や社会環境の変化により、若者の地域活動が「見えにくくなっている」現状も感じる

ようになりました。

　こうした背景を踏まえ、改めて若者の活動を見える形で共有し、出会いや連携が生まれや

すい状態をつくりたいと考え、今回あらためてアクションマップを制作しました。

　このマップを通じて、横浜で活動する若者たちの主体的で魅力的な取り組みを知っていた

だければ嬉しいです。これほど多様で活発な若者のコミュニティが地域に存在していること

は、横浜にとって大切な財産であり、私たちの誇りでもあります。

　「地域活動に参加したい」「若者と一緒に何かやってみたい」「誰かの力になりたい」——そ

んな思いが芽生えたとき、このマップが一歩踏み出すきっかけになれば嬉しいです。若者の

活動と地域の魅力が重なり合い、これからも新しいつながりが生まれていくことを期待して

います。

横浜で活動する若者団体を集めました!

－26－

　この「横浜アクションマップ」は、学生ボランティアが中心となり、皆さんの

ご支援と自主財源で作成しました。

　この冊子を手に取っていただき、「若者団体の活動を知ることができた」「若者

団体と繋がることができた」など、冊子の価値や意義を感じていただいたら、　

ぜひとも寄付で応援してくださると嬉しいです。活動の継続を支えてください。

寄付はこちらから
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　たくさんのご支援があって、この横浜アクションマップが発行できました。

ご支援をありがとうございました。

＜横浜アクションマップ作成協力＞

伊澤玲奈様、岩永さち子様、小川楓人様 、川原直也様、小林祐介様、白井結芽様、

中嶋伴子様、細野瑞希様、I.N様、

＜横浜アクションマップご協賛＞

一般社団法人ACTO日吉、ウイング横浜北法律事務所、税理士法人エンパワージャパン、

公益財団法人横浜企業経営支援財団

＜横浜アクションマップ個人寄付＞

作成協力：伊澤玲奈さん、藤島美聡さん、八角拓実さん、その他協力してくれた学生の皆さん

表紙作成：鈴木麗加さん



エントリー募集期間

応募説明会

オンライン審査

対面審査

発信する つながる 未来へつなぐ

学生と地域の連携による活

動の魅力や意識、そして課

題を発信していきます。

参加団体同士、団体と参加

者、いろんな人がつながり合

う場を運営します。

この場での出会いが活動を

次のステージへ、未来へと

バトンをつなぎます。

大賞　決定

１年の流れ
＆
応募資格

広がる若者図鑑ネットワーク 横浜アクションアワードとは

いわてワカモノ図鑑 しぞーかわかもの図鑑 横浜アクションマップ

編集メンバーより

－25－ －2－

　横浜アクションアワードは、若者と地域のNPOや団体が協働している事例を多くの方に知っ

てもらい、広げていくことを目的にしています。そのため、活動の表彰に加え、活動を応援す

る場、つながりを広げる場としての工夫を設けています。


　審査員は、企業や行政、NPO、高校生など多様なまちのプレイヤーが務め、プレゼン審査当

日は一般の来場者にも審査に参加していただけるほか、参加団体と参加者がつながる交流タイ

ムも用意しています。さらに、受賞団体には、活動に役立つプライスレスな支援をサポートメ

ニューとして提供するなど、団体の活動支援の輪を広げ、持続可能な「若者×地域」の活動事

例が増えていくことを目指しています。

・横浜市及び近隣での活動であること

・30歳以下の若者グループ・個人であること

・若者と地域コミュニティの連携事例である

こと

・地域活性化や社会性の高い活動であること

・2025年度に実施している活動、

　および2026年度に実施予定の活動

　このアクションマップは、2024年から制作していますが、きっかけは、いわて学生ボラ

ンティアネットワークが作成している「いわてワカモノ図鑑」でした。岩手の取り組みを見

て、「横浜でもやってみたい」と感じたことが、このマップづくりの始まりです。

　その後、2025年には、ふじのくにNPO活動支援センター発行の「しぞーかわかもの図鑑」

が生まれ、岩手・横浜・静岡へと取り組みが少しずつ広がってきました。

　この輪をどんどん広げていきたいですね。皆さんの地域でもぜひ！

　活動を可視化・数値化して整理したことで、若者団体の広がりや活動の変化

を、より実感をもって捉えることができました。
若者の活動には、資金や資源不

足といった課題もありますが、つながりや情報があることで解決につながる場面

も多いと感じています。
このマップが、団体同士や地域をつなぐきっかけとな

り、若者が活動しやすくなる土台づくりに役立てば嬉しいです。ご協力いただい

た皆様ありがとうございました！（郡司）

本年度で3回目の発行を迎えることができ、今年はなんと50団体以上の皆さまに

掲載のご協力をいただきました。

横浜アクションマップが、少しでも皆さまの活動のお役に立ち、横浜というまち

で人と人、活動と活動をつなぐ存在となり、そして一人でも多くの学生の興味や

関心を引き出すきっかけになれば幸いです。（中山）



横浜アクションマップ　エリア別団体一覧

　団体写真

●設立年度/参加学生の主要大学
●活動内容

HPと各種SNSの有無

活動区

NO.団体名

出場年度

大賞

緑区・旭区・瀬谷区

NPO法人アクションポート横浜紹介

－3− －24−

栄区栄区

旭
区瀬谷

区

泉
区

戸塚
区

港南区

保土ケ谷
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区
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緑
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アクションマップの見方

１ 神奈川大学経営学部山岡ゼミ 




















２ 神奈川大学体育会サッカー部
３ コーヒープロジェクト 





























４ ミドリトリドリ 







































５ エスレガーレ横浜 












































６ マッチメディア瀬谷 





























７ サコラボ 

















































８ 希望が丘 TONKAN                                                                      
 



(希望が丘チャレンジベース)
9 NPO法人MIKS 





















泉区・戸塚区・港南区

10 エコキャンパス研究会 
















































11 国際協力団体キープ・ザ・スマイル 






















12 STUDY FOR TWOフェリス女学院大学支部  　 









































13 フェリス女学院大学ボランティアセンター　 　
14 しんばしスマホ推進委員会 







































15 NPO法人宮ノマエストロみやまえ塾 












16 とものラボ×SAI vision 











































17 NPO法人JUNKO Association 































18 NPO法人戸塚てらこや 


























19 明治学院大学学生ボランティア団体                  
 




あなたのとなりに。-SBC-
20 Umee Coffee 






























































21 新世代創造ミーティング 








































横浜で魅力的な活動をする若者団体をエリア別でまとめました。

5ページからは団体の活動を具体的に紹介していきます！

緑区
緑区
緑区
緑区

瀬谷区
瀬谷区
旭区
旭区

旭区/瀬谷区/西区

泉区
泉区
泉区
泉区
泉区
泉区

戸塚区
戸塚区
戸塚区
戸塚区

戸塚区
港南区

APYは若者とNPOをつないでまちを盛り上げるNPOです

NPO法人アクションポート横浜 

〒231−0023 横浜市中区山下町94番地横浜中華街パーキング協同組合内

 TEL: 045-662-4395

 Mail: info@actionport-yokohama.org

公式ホームページ

アクションポート横浜への参加お待ちしております！

　アクションポート横浜では、大学生をはじめとした若い世代が主体となり、まちに関わる

様々なプロジェクトやイベントを運営しています。また、若者とNPOの協働事業や、若者と

企業が連携するプロジェクトにも取り組んでいます。

　「何かやってみたい」と思っている若者の皆さんはもちろん、若い世代を受け入れたい、　

一緒に活動してみたいと考えている団体・企業の皆さまも、ぜひお気軽にお声がけください。
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栄区・金沢区・磯子区
22
かながわ学生ボランティア連合







金沢区
23
せとさんち　　　　　　　　　　　

金沢区
24
横浜市立大学　　



























金沢区





学生ボランティア団体
Clover




















25

横浜市立大学ボランティア団体



　one
by
ONE






































金沢区/鶴見区
26
LINKAI横浜金沢ラボ研究室












金沢区
27
横浜市立大学柴田ゼミ









金沢区/横浜市





ねぎとろ/NEGITOLO
28
横浜市立大学医学部YDC
















金沢区

29
きちじつ！まったりルーム















港北区
30
師岡こども学習会




























港北区
31
慶應義塾大学公認学生団体















港北区






S.A.L.Oikosプロジェクト
32
東京都市大学
ISO学生委員会











都筑区
33
あおばコミュニティ・テラス











青葉区
34
桐蔭横浜大学






















青葉区/横浜市





ボランティアサークルVinca

港北区・都筑区・青葉区

鶴見区・神奈川区・保土ケ谷区

35
ユニゲート






































鶴見区
36
NPO法人まち×学生






















神奈川区





プロジェクトPlus
37
サンタクリーン大作戦　　　　　



神奈川区
38
AgridgeProject

























保土ヶ谷区
39
KIKCAFE学生部
























保土ヶ谷区





+チーム平成
40
かたびらカモ隊


























保土ヶ谷区
41
ほどがや無料塾


























保土ヶ谷区
42
ワダヨコ　　　　　　　　　



　保土ヶ谷区
43
てらこやみなとみらい
















保土ヶ谷区






















































/西区/中区

横浜市内
横浜市内
横浜市内
全国
横浜市内

横浜市全域・全国

55
56
57
58
59

Canvas
NPO法人HpRun
ヨコハマゼロワン
全国学生ボランティアフォーラム
NPO法人アクションポート横浜

44
あすのち










































西区
45
FPTEENS×一般社団法人横浜西口




西区





エリアマネジメント
46
関東軽音部


























西区・港北区
47
NPO法人Connection
of




















西区





theChildren
48
野毛坂グローカル





























西区
49
かんきょう文化祭





























中区
50
一般社団法人GRAF(グラーフ)











南区
51
スリバチ　　　　　　　　　　　　　
南区
52
下町編集室OKASHI


















中区/南区
53
にじいろ探険隊

































中区
54
Re.BASE










































中区

西区・中区・南区

若者が関わることで、地域は元気になる
　若者の参加が地域にもたらす効果は大きく、主に3つあると感じています。
1つ目は、多様な人をつなぐ「接着効果」。若者がいることで、子どもやこれまで関わりの
なかった人も参加しやすくなります。
2つ目は「成長促進効果」。チャレンジ意欲の高い世代が加わることで、新しい動きや発想
が生まれます。
3つ目は「緩衝効果」。場の雰囲気がやわらぎ、人と人の関係性がスムーズになります。多
様な人が主役になれる地域づくりに、欠かせない要素です。

地域は、若者にとってのリアルな学びの場
　若者にとって地域は、自分の「マイテーマ」を磨ける場所でもあります。スキルアッ
プ、仲間づくり、関心の深掘りなど、目的を持って挑戦できる現場がここにはあります。
また、学校では出会えない多様な生き方に触れられるのも地域ならでは。さらに、答えの
ない課題に挑み、その反応を間近で受け取れる経験は、若者の成長を大きく後押ししま
す。

若者が活躍できる場を、もっと身近に
　若者が地域に関わる入り口は、まだ十分とは言えません。関心を持つ若い世代は増えて
いるからこそ、もっと身近に参加できる導線が必要です。
この冊子が、活動を知るきっかけになり、参加や相談、新しい挑戦につながってほしい。
事例が見えることで、地域活動のハードルは確実に下がります。

　これからの地域づくりに、担い手の存在は欠かせません。若者を単なる「人手」として
消費するのではなく、主体性を引き出し、地域のニーズとつなぐコーディネーションが重
要です。
世代を越えて、誰もが仲間として関われる地域へ。
一緒に、横浜を盛り上げていきましょう。

　横浜で大学ボランティアセンターや学生サークルが生まれた　
のは2000年代前半。僕自身もその頃は学生で、以降ずっと若者
たちの地域活動を見てきました。
今では、WEBやSNSを通じて現場にアクセスできる環境や、　　
大学の授業で地域に関わる機会も大きく広がっています。
一方で、地域課題が複雑化する中、若者と地域の関係性はこれ　
まで以上に重要になっています。ポイントを整理してみました。 アクションポート横浜


代表理事
高城芳之

コラム　若者と地域をつなぐ現場から



－14－
－5－

青葉6大学連携事業

3.コーヒープロジェクト

● 2019年/東洋英和女学院大学
● ドリップバッグ製作、活動発信、チ
ャリティ、生産者支援を軸とした循環型
の仕組みで成り立つ。ミカフェート株式
会社の協力のもと、オリジナルコーヒー
ドリップバッグ「EiwaCafé」を製作。
SDGsとコーヒー産業の関係性について
情報発信を行う。

2.神奈川大学体育会サッカー部

● 2020年/神奈川大学
● 緑区竹山団地を舞台に、地域住民との交
流を深める活動を実施。サッカー部学生が中
心となり、コミュニティカフェや介護予防教
室、スマホセンターを運営。多世代交流を通
じて、対話力や問題解決能力を養いながら、
地域貢献に努めている。

緑区

4.ミドリトリドリ

● 2024年/高校生
●世代や国籍、障がいの有無を越えて人が
つながるまちづくりを目指す。 地域の公
共施設や個人商店などへのインタビューを
通じて課題を見つけ、その解決に向けて地
域の人々が交流でき、ニーズに寄り添った
イベントを企画・運営する。また、地域の
魅力やおすすめ情報をSNSで発信してい
る。

● 2023年/様々な大学
● 神奈川県横浜市を拠点に活動してい
る。地域と学生を結びつけることで地域
を活性化させる他、学生たちに活動の機
会を提供することを目的としている。
2024年度は瀬谷区三ツ境商店会と連携
し、「白姫祭り」にて学生主体のステー
ジを企画・実施した。

瀬谷区

6.マッチメディア瀬谷

● 2021年/様々な大学
●「人とまちをつなぐ」をテーマに横浜
市瀬谷区の魅力を発信するローカルメデ
ィア。区内のおすすめスポットや活動す
る人々を積極的に取材し、記事として発
信。区内観光地の広報活動や行政との連
携も行い、地域の魅力の認知のため、多
岐にわたる活動を実施。

瀬谷区

1.神奈川大学経営学部山岡ゼミ

● 2016年/神奈川大学
● ゼミの研究テーマは「持続可能な社会
の構築と探求」。近隣農家との連携によ
る体験活動の企画・運営、地産地消の飲
食店と連携したマルシェの活性化等、横
浜市内に限らず県内各所で活動してい
る。

5.エスレガーレ横浜

緑区

緑区緑区

2024年出場
大賞

2025年出場
準大賞

2023年出場

2020年出場

横浜アクションマップから感じたこと
編集学生の視点から

　今回、学生2人を中心に59団体の方とやり取りを行い、情報を集め、本マップを作

成しました。作成を通して、学生の視点から感じたことをまとめます。

今年度は、若者団体の数、そして私たちが実際にやり取りできた団体の数が大きく増

加しました。一昨年38団体、昨年42団体であった掲載団体数は、今年度は59団体と

なり、年々広がりを見せています。

　その背景には、団体同士や地域の人とのつながりが広がっていることがあります。

意識的に連携している団体だけでなく、知らないところでゆるやかにつながりながら

活動しているケースも多く見られました。

　また、企業やNPO、コーディネーターと連携しながら取り組む団体が増え、地域内

の関係性がより立体的になっています。あわせて、地域を軸に活動する団体や、設立

から1年以内の新しい団体が増えていることも特徴です。

　活動の担い手も多様化しており、特定の大学に限らず、「やりたいこと」や「地域」

を軸に集まる団体が増えています。大学生だけでなく、社会人や高校生など世代を超

えた活動も広がっており、学生時代の活動を社会人になっても継続する人や、これま

での経験や特技を生かして地域に関わる団体も見られました。　

　一方で、多くの団体からは、活動を継続するうえでの課題として、メンバーのモチ

ベーション維持や世代交代の難しさが挙げられました。特に、代表や運営を担う次の

世代が見つからず、主体的に活動を引き継ぐ新メンバーの確保に悩む声が多く聞かれ

ました。

　こうした中で本マップには、区内・市内で活動する他団体の存在を知り、つながる

ことで、困ったときに協力し合える関係を築きたいという期待が寄せられています。

団体同士が互いの活動を知り、地域の中で支え合うことが、活動の継続や人材の循環

につながる可能性があると考えます。

　本マップが、これから地域に関わりたい若者にとっての「はじめの一歩」となると

同時に、すでに活動している団体にとっても、つながりを広げ、活動を続けていくた

めの支えとなることを期待しています。

－22－
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9.NPO法人MIks

● 2021年/様々な大学・高校生

● 高齢者向けにスマホ講座等のデジタル

支援を行っている。 地域活動を始めたい

方向けに、スマホサポーター養成講座も

開催。ケアプラザや役所、自治体と連携

しながらデジタル偏差値の向上を目指し

ている。

旭区/瀬谷区/西区

8.希望が丘 TONKAN(希望が丘チャレンジベース)

● 2025年/様々な大学

● 「まちの交差点」をコンセプトに、地

域・学生・NPO法人・企業がタッグを組

み、希望が丘チャレンジベースの整備を

行う。希望が丘のまちの交流を増やす

様々な人の挑戦を支える場を設計施工す

る。

旭区

10.エコキャンパス研究会

● 2002年/フェリス女学院大学

● 泉区役所と連携し、ペットボトル削減

やマイボトル普及に向けた啓発動画を作

成。また、地元のカフェやベーカリーと

コラボし、地域産の食材を使ったメニュ

ー開発や、学園祭でのパン販売など、地

域に根ざした取り組みを行う。

泉区

11.国際協力団体キープ・ザ・スマイル

● 2020年/フェリス女学院大学

● 発展途上国の人々の暮らしを改善する

ため、国際協力活動を行う。フェアトレ

ード商品の販売やイベント開催を通し

て、発展途上国の現状を日本に伝えると

ともに、学生や地域住民への啓発活動を

実施。また、発展途上国への調査も実施

し、より効果的な支援を目指す。

泉区

12.STUDY FOR TWOフェリス女学院大学支部

● 2025年/フェリス女学院大学

● 大学内で古本を回収し、それを再販売

し、得た利益で途上国の子どもたちの教

育支援をしている。現在、150冊以上の

本を回収しており、販売に向けて積極的

に活動中。

7.サコラボ

● 2017年/横浜国立大学

● 横浜国立大学の学生が左近山団地に居

住し、地域住民と一体となって地域活性

化に取り組む。ピザ窯を作ったり、映画

祭を開催したりと、ユニークなイベント

を企画・実施。地域の小中学校とも連携

し、地域ぐるみの教育活動にも力を入れ

ている。

旭区

泉区

2020/2022年出場

大賞準大賞

2020/2021/2022年出場

準大賞

2023年出場

2026年出場
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若者×地域の活動の成り立ちパターン

コーディネーターに相談してみよう！

　若者といえば、やはり学校。学校
のサークルや部活、ゼミなどがきっ
かけで若者の地域のコラボから始ま
る活動も多い。横浜では2000年前後
からサークル活動が活発化した。

①学校（大学）発の活動

　市民団体やNPO、施設に集まるボラ
ンティア・インターン生が団結して活
動が始まる活動。単なるお手伝い的な
活動ではなく、独自の活動を展開。イ
ベントやプロジェクト型も多い。

③市民団体・施設発の活動




横浜アクションアワードが始まって約7年。「若者×地域」のパートナーシップはますます広
がっています。実際にはどんな団体があるのか、傾向を4つにまとめてみました。

　NPO支援、地域支援、福祉、青少年、子育てなどなど…
横浜にはたくさんのコーディネータがいます。

　横浜コーディネーターキャンパスでは、分野やエリアを
超えて若者と地域をつなぐコーディネーターが集まり、情
報交換や学び合いの場を作っています。
　若者と、地域と、活動をしてみたい！ブラッシュアップ
したいと思ったらぜひご相談ください！

横浜コーディネーターキャンパス

④コーディネーター発の活動

　施設やNPOのコーディネーター
が仕掛け、若者と地域を繋いだ活
動を作る活動も最近は増えてい
る。

若
者

地
域

　色々な活動がありますが、素敵な団体をみるといくつか傾向も見えてきます。
　一つはきちんと若者と地域の関係構築、相互理解ができていること。そして、お互いに活動を
楽しんで参加できる工夫があること。何よりきちんとお互いが納得した形で意思決定の場を作る
こと。まだまだあると思いますので、皆さんの団体の工夫やアイデアも是非教えてください！

　地元の友達や仲間とスタートする
など、若者の発案から地域での活動
が始まるパターン。コロナ以降はオ
ンライン会議ができるようになり、
一気に増えている。

②若者発の活動
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青葉6大学連携事業

● 2024年/様々な大学,高校生,社会人
● みやまえ塾は、「全ての子どもたちの
将来の選択肢をふやす」をモットーに横
浜市泉区で個別指導型の無料学習支援と
地域と密着した体験活動イベントの開催
をしている。教育格差、体験格差といっ
た地域の課題の解決や、多世代交流の促
進などを目指している。

泉区

14.しんばしスマホ推進委員会

● 2022年/様々な大学,高校生
● 横浜市泉区で多世代交流型スマートフォ
ン教室を開催。高齢者と学生のつながりの
醸成と、世代間の情報格差を解消すること
による高齢者のQOL向上を目指している。
スマートフォン操作のサポートだけでな
く、高齢者が抱える課題を解決できるよう
なアプリの紹介も行っている。

● 2013年/関東学院大学
● エネルギーの創生と貯蔵の研究を進め
る一方で、NPO法人Aozora Factoryと連
携し、産学官連携活動の一環として地域活
性化を目的とした科学実験を展開してい
る。研究×ビジネス×教育の場で、ともに未
来の科学者を育成する共創パートナーとの
出会いを楽しんでいる。

戸塚区/金沢区

17.NPO法人JUNKO Association

● 1995年/明治学院大学
● ベトナムとミャンマーの子どもたちの
未来のため、日本語教育や文化交流を行
う。山岳地域の学校では、衛生環境の改
善や教育の大切さを伝える活動も実施。
また、資金調達のため現地で雑貨を買い
付け、イベントやオンラインで販売する
ビジネスプロジェクトも展開。

18.NPO法人戸塚てらこや

● 2015年/神奈川大学/明治学院大学
● 子どもたち、大学生、地域住民が一体
となり、自然や社会に触れる体験を通し
て、子どもたちの主体性を育む活動を実
施。学生が中心となり、イベント企画や
学童訪問など、多様なプログラムを提供
する。地域とのつながりを深め、子ども
たちの成長をサポートする。

● 2003年/フェリス女学院大学
● 2003年4月に設立し、学生スタッフ主
体で企画、運営を実施しているボランテ
ィアセンター。学生へのボランティア情
報提供、学外のNPO・NGO・地域活動を
行うさまざまな団体・施設などとの連携
を実施。また、学生による問題設定、課
題解決にも取り組んでいる。

泉区 泉区

戸塚区 戸塚区

2024年出場

2025年出場
大賞

15.NPO法人 宮ノマエストロみやまえ塾 16.とものラボ×SAI vision

13.フェリス女学院大学ボランティアセンター

DATA
3

0 5 10 15 20

世代交代や役割分担がうまくいくか
メンバーのモチベーション

メンバーが集まらない
広報・発信が得意ではない

メンバーの偏り（男女比・学年など）
運営資金に課題がある

会議の運営
活動場所がない

リーダーシップがうまくいかない
活動地域のアクセス

その他

ホームページ

41団体
Instagram

52団体

Facebook

27団体
X（旧Twitter）

31団体

◼︎活動上の課題は「世代交代や役割分担」が最多

　本マップ作成を通して、団体が抱える課題として最も多く挙げられたのは、世代交代がうまく

いかないという点であった。メンバーの入れ替わりが前提となる中で、十分に引き継げていない

団体が多いことがうかがえる。

 　また、次に多かった課題はメンバーのモチベーションの維持であり、世代交代が円滑に進まな

いことで、活動の目的や役割が共有されにくくなり、結果としてモチベーションの低下につなが

っている可能性がある。

◼︎団体の情報発信ツールはInstagramが一番多い

　調査によるとInstagramのアカウントがあ
る団体が52団体/59団体、ホームページがあ
る団体が41団体/59団体であり、X（旧
Twitter）は31団体/59団体、Facebookペー
ジがある団体が27団体/59団体であった。
　やはり、若者の主流はInstagramであると
いえる。

　一方で、一昨年は「広報・発信が得意ではない」という課題が最も多く見られたが、今年

度はその順位が下がっている。これは、SNSの普及やAIツールの発達により、発信のハード

ルが下がり、一定程度解決されつつあるためだと考えられる。
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戸塚区

19.明治学院大学学生ボランティア団体
            あなたのとなりに。-SBC-

● 2024年/明治学院大学
● 能登半島および戸塚区にて、被災地で
の継続的なボランティアや物産展や展示
会、活動報告会の実施といった地域支援
を行う。他にも戸塚区のお祭りやイベン
トのお手伝いや小学校の授業のサポート
などにも携わる。

戸塚区2026年出場

● 2024年/明治学院大学
● フェアトレードおよびオーガニックの
オリジナルブレンドドリップパックを、
学内外のイベントで販売。イベントや学
内活動を通じて、メンバー一人ひとりが
フェアトレードや環境問題、コーヒーに
関する知識や理解を深める。

20.Umee Coffee

港南区

21.新世代創造ミーティング

● 2024年/様々な大学,高校生
● 日限山周辺に住む高校生、大学生４
人で結成された地域貢献を目的としたグ
ループ。防災をテーマにした「こどもク
イズラリー」を日限山地域ケアプラザで
開催し、子どもを中心に98人が参加し
た。若い世代への防災意識啓発を行う。

金沢区

22.かながわ学生ボランティア連合

● 2020年/様々な大学
● フードバンク支援「お米一合運動」の
実施、子どもの居場所づくりイベントの
企画、地域イベントのサポートを主に行
なっている。

● 2020年/横浜市立大学,横浜国立大学
● 築80年の空き家をリノベーションし、
地域住民が集まる場所に生まれ変わらせ
る。学生が主体となってイベントを開催
し、地域との交流を深めている。町内会と
協力し、スマホ教室や祭礼のお手伝いな
ど、様々な活動を通じて地域に貢献。
＊2026年3月で活動終了

金沢区

23.せとさんち

横浜には精力的に活動している若者団体が
まだまだあるはず！！「こんな団体がある！」

「うちの団体も載せて欲しい！」
そんな情報がありましたら、是非、

アクションポート横浜までお寄せください。

団体の状況・見えたこと

様々な大学 単一大学

0 5 10 15 20 25

2010

2016

2018

2016

2020

2022

2025

横浜アクションマップ
掲載団体募集！
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　今回登録された59団体を見てみると、2020
年以降に設立された団体が全体の6割近くを占
めており、新設団体が多いことがわかる。

　さらにその内訳をみると、「地域」や「やり
たいこと」を軸に、さまざまな大学の学生や
若者が集まって構成された団体が増加してい
る傾向が見られる。

そこには、自分が生まれ育った地域への思い
や、これまでに経験してきたこと・やりたい
と感じてきたことを形にしたいという意識
が、団体設立の動機として強く表れているよ
うに感じられる。

設立年度と構成員の統計から「様々な大学」の学生で構成された
　新設の団体が増えている

横浜アクションマップの掲載団体の統計から気づいたことをまとめてみました。

NPO法人アクションポート横浜

横浜アクションアワード担当

apygakusei@gmail.com

主要な大学

0 5 10 15 20 25

様々な大学
高校生

横浜国立大学
神奈川大学

横浜市立大学
フェリス女学院大学

関東学院大学
明治学院大学

社会人
東洋英和女学院

中学生
慶応義塾大学
桐蔭横浜大学
横浜商科大学

その他

団体の構成大学は大学の環境次第、高校生や社会人の活動も増えてきた

　ボランティアセンターの有無や、大学
の授業における実習制度の整備状況な
ど、大学としての環境整備が、大学生の
地域参加のハードルを大きく左右してい
ることが分かる。

　一方で、近年は大学生に限らず、社
会人や高校生など、幅広い世代が地域に
関わる機会も増えてきている点にも注目
したい。大学生・高校生・社会人が大学
や立場の枠を越えて地域に関わる動きが
見られることは、今後の地域活動の広が
りや可能性を考える上で重要な変化だと
感じられる。
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26.LINKAI横浜金沢ラボ研究室

● 2024年/関東学院大学
● LINKAI横浜金沢の学校を中心に科学
実験教室を開催する。 産学官連携を生
かし子どもに科学の面白さ，楽しさを実
感してもらう。

金沢区

25.横浜市立大学ボランティア団体one by One 

● 2018年/横浜市立大学
● 入院中の子どもたちに、オンラインで
家庭教師とイベントを提供。学習のサポー
トだけでなく、学習をコミュニケーション
ツールとし、子どもたちに「気にかけてく
れる人がいる」と感じてほしい思いで活動
する。家族との思い出作りを支援するため
年に4回のイベントも実施。

金沢区/鶴見区

27.横浜市立大学柴田ゼミねぎとろ/NEGITOLO

● 2025年/横浜市立大学
● 地元水産会社との産学連携のもと、廃
棄される魚パックのシールを活用し、小
学校の学童施設・保育園・魚食推進イベ
ントなどで児童と共におさかなアート制
作を行う。

金沢区/横浜市

28.横浜市立大学医学部YDC

● 2015年/横浜市立大学
●主に横浜市金沢区内の小中学校・消防
署・地域コミュニティと協力して医療の
正しい知識を市民の皆さまに伝える訪問
授業・出張講座を行なっている。 対象は
子どもに注目して活動してきたが、近年
は他の世代の方にもアプローチできる方
法を模索している。

金沢区
29.きちじつ！まったりルーム

● 2025年/様々な大学・高校
●居場所づくりに関心のある中高生が集ま
り、大学生スタッフと共に、日吉駅近くの
マンション《プラウドシティ日吉》内のコ
ミュニティスペース「まちのリビング」を
活用して、月1回程度、中高生のための居
場所づくりの企画・運営を行う。

港北区

24.横浜市立大学学生ボランティア団体Clover

● 2022年/横浜市立大学
● SDGs14「海の豊かさ」をテーマに海
洋問題解決に向けた活動を実施。コンタ
クトレンズの空ケースリサイクルや海岸
清掃など、身近なことから始め、多くの
人々に海洋問題への関心を呼びかけてい
る。地域住民との共働を通して、より良
い海づくりを目指す。

金沢区2023年出場 2023年出場
大賞

2026年出場

NPO法人
横浜市民アクト

NPO 法人
アスリード
若者のキャリア

教育支援・企業連携

NPO法人かながわ外国人
すまいサポートセンター

コトラボ合同会社
「ヨコハマホステルヴィレッジ」

コミュニティ再生・起業

つづきアート&
メディアパートナーズ

NPO法人
アークシップ

まちづくり、アート

国際協力

NPO法人
教育支援協会南関東
子ども・若者の学び、

体験を促進

NPO法人
横浜NGOネットワーク

NPO法人
ピッピ・親子サポートネット
子育て・介護・障がい支援・

学齢期児童の居場所

まちづくり・市民活動支援

外国人支援

生活クラブ
生活協同組合・神奈川
暮らしを豊かにする事業

NPO法人
パノラマ

子ども・若者支援

文化芸術

NPO法人
アクションポート横浜
中間支援、まちづくり
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32.東京都市大学 ISO学生委員会

● 1998年/東京都市大学

● 横浜キャンパスが取得したISO14001

認証の維持と、学外の環境意識向上を目

的に活動。地域のお祭りや若者環境デー

への参加、グリーンカーテンプロジェク

トの実施など、多岐にわたる活動を展

開。また、ペットボトルキャップ回収な

どを通して環境保全に貢献。

都筑区

31.慶應義塾大学公認学生団体

       S.A.L.Oikosプロジェクト

● 2023年/慶應義塾大学

● 「国内の貧困問題に食を通してアプロ

ーチを」をビジョンに、路上生活者の方々

への炊き出し活動、学生のみで運営する子

ども食堂、フードロスを活用した貧困支援

の3つを軸に活動。 また、大阪や京都での

ボランティア参加や勉強会を通して、メン

バーの知見をより深めている。

港北区

33.あおばコミュニティ・テラス

● 2020年/様々な大学・高校生

●横浜市青葉区青少年の地域活動拠点。

中高生主体のまちづくりプロジェクト、

地域ボランティア活動、中高生、大学

生、大学生の自主企画イベントやワーク

ショップを行っている。地域の交流の場

でもある。

青葉区

34.桐 横浜大学 ボランティアサークルVinca

● 2024年/桐 横浜大学

● 学内のボランティア・ラボを通じてマ

ラソンでの通行人誘導や、子ども向けイ

ベント・地域のお祭りの運営補助などを

行う。「地域の方々とのつながりを大切

に!ボランティア活動を通し、自分たちの

成長に繋げる!」をキャッチコピーに活動

している。

青葉区/横浜市

35.ユニゲート

● 2024年/様々な大学

●「地域と繋がる学生集団！」をモット

ーに鶴見区で活動している有志学生団

体、ユニゲート。「大学生と関わりたい

地域」と「活動したい大学生」のマッチ

ングと大学生同士の交流を生み出すこと

で継続的に地域に入る学生を増やす環境

づくりを目指し、活動している。

鶴見区

30.師岡こども学習会

● 2017年/様々な大学

● 師岡地区内の小学生を対象に、師岡町

会館で月に一回行っている学習会。大学

生ボランティアが勉強を教える「学びの

時間」と工作やちょっとした実験など工

夫をこらしたプログラムで子供たちの興

味をひきだし、楽しく学ぶ「みんなの時

間」で構成されている。

港北区

2024年出場

2025年出場2026年出場

2026年度　NPOインターンシップとは

NPO法人
びーのびーの
子育て支援

NPO法人
さくらザウルス

子育て支援

NPO法人
グリーンママ

子育て支援

NPO法人
こども応援ネットワーク

子育て支援 病気や障がいのある
子どもと家族の支援

NPO法人
スマイルオブキッズ

片倉うさぎ山公園

遊び場管理運営委員会

プレイパーク
(屋外の子どもの遊び場作り)

NPO法人
リロード

自立支援・社会教育活動

NPO法人
みどり福祉ホーム
障害福祉、地域支援

障害者自立生活センター
IL・NEXT

障害者自立支援

NPO法人
地域生活センター

障害者福祉

公益財団法人日本野鳥の会
「横浜自然観察の森」

環境保全（教育・調査・管理）

NPO法人
フリースペースたまりば

社会教育の推進・
子どもの健全育成他
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38.Agridge Project（アグリッジプロジェクト）

● 2017年/横浜国立大学
●Agridge Projectは、農業を通じた地
域活性化を目指す学生団体。様々な学部
の学生が、畑作業や商品開発、地域イベ
ントの企画など、それぞれの専門性を活
かして活動。ビジネスとコミュニティの
両軸で地域貢献を目指し、和田町商店街
とも連携して活動。

保土ヶ谷区

37.サンタクリーン大作戦

● 2023年/神奈川大学
● 社会教育課程の学生有志と地域ケアプ
ラザが協働した、サンタ姿で　清掃を行う
「サンタクリーン大作戦」。
3年目を迎え、現在はサークルも参画。多
世代や企業が交流する場となり、清掃を通
じたマナー向上にも取り組む学生挑戦の場
となっている。

神奈川区

39.KIKCAFE学生部＋チーム平成

● 2021年/様々な大学　 
● ほどがやの歴史を生かしたイベントで
世代交流を促し、地域の愛着を育む活動を
行う。地域住民と協力し、歴史をテーマに
したイベントを開催。ボランティアに加え
広報誌制作にも関わり、イベントを作り上
げる。最近は東戸塚のneco.sunとも連
携。

保土ヶ谷区

40.かたびらカモ隊

● 2024年/神奈川大学/関東学院大学/ 
 横浜商科大学
● 歴代インターン生をはじめとしたアワ
ーズで活動する学生主体の団体。「ゴミ
拾いから繋がる地域の輪を’’カタチ’’にす
る」をテーマに、月2回の定例おそうじ
やカモ隊会議、合宿、サンタプロジェク
ト等の企画・実施を行う。

保土ヶ谷区

41.ほどがや無料塾

● 2013年/横浜国立大学
● 退職教員や地域住民が中心となり、和
町駅や星川駅近くで学習支援を実施。子ど
もたちの「わからない」を「わかる」に変
えることを目指し、宿題や受験勉強のサポ
ートを行う。また、子どもたちが安心して
過ごせる居場所を提供し、多様な学びの機
会を提供する。

保土ヶ谷区

36.NPO法人 まち×学生プロジェクトPlus

● 2022年/様々な大学
●「若者」、「地域」そして「かける」こ
の三者が様々な活動を協働で行い、合言葉
である“世代を超えて想いをつなぐ「まち」
づくり”を実現できるよう活動を行ってい
る。卒業してからも"まち"に戻ってくる取
り組みを行う卒業生が活動に関わることが
多いことも特徴。 

神奈川区2020/2024/2025年出場
準大賞大賞

2023年出場
準大賞

2026年出場

短期体験型

NPOインターンシップ

長期実践型

提携大学

2025年度の活動

期間：10日前後(80時間)
時期：8-9月

期間：週1～2回(200〜400時間)
時期：8-2月

参加者数　計69名 （短期：58名、長期：11名）

神奈川大学、関東学院大学、専修大学、東海大学、フェリス女学院大学、
明治学院大学、横浜市立大学、横浜商科大学

　アクションポート横浜では、横浜の地域やNPOに関心を持つ学生を発掘し、活動する
きっかけを作るため、NPOインターンシップ事業を2009年より運営している。　
　この事業では横浜近隣大学と受入NPOにご協力をいただき、学生は関心のあるNPOで
夏休みを中心におよそ10日間〜６ヶ月間の活動を体験する。提携大学の学生は授業の一
環としてこのプログラムに参加できるため、幅広い層の学生がまちへの一歩を踏み出すき
っかけとなっている。

NPOと学生の
　　　相談会

事前研修会

参加学生と受け入れNPOが　
直接話すことができる機会。
様々な団体を見て、活動した
い団体を選ぶ。

実際に活動するにあたって、イン
ターンシップに必要な基礎知識を
学ぶ研修会を実施。参加学生同士
の交流も深まる。

修了式・成果報告会

活動内容を振り返り、互いの成果
を報告し合う。最後に修了書を受
け取り、プログラムは終了。

学生とNPOをつなぐプログラムの事例
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44.あすのち

● 2017年/様々な大学
●「子どもが自分の明日を信じていける
社会」を目指し、無料の学習サポート教
室とフリースペースを開いているボラン
ティア団体。小学生から19歳までが対象
で、スタッフと一対一で宿題や受験勉強
に取り組んだり、ボードゲームであそん
だりして過ごすことができる。

西区

43.てらこやみなとみらい

● 2018年/神奈川大学,横浜国立大学,高
校生
●学生と子どもが共に成長し、個性が輝
く企画を月に一度行う。アットホームな
雰囲気で、一人ひとりとの関わりを重視
する。学生と子どもの第三の居場所をつ
くり、全国てらこやネットワークの一員
として、地域の子どもと活動。

保土ヶ谷区/西区/中区

45.FPTEENS×一般社団法人横浜西口

エリアマネジメント

● 2017年/高校生
● 横浜駅西口エリアのまちの活性化と魅
力追求に、10代の目線で取り組む高校生
チーム。「ニシグチを楽しむ、楽しんで
もらう」を合言葉にまちのリサーチ、イ
ベント企画、情報発信などを行う。まち
づくりに関わりながら、西口を舞台に自
分達のやってみたい事に挑戦する。

西区

46.関東軽音部

● 2023年/高校生
● 関東圏で「学校に軽音部がない」「学
校の軽音部になじめない」「外部でも軽
音活動がしたい」という学生の居場所を
作るために設立。地域のライブハウスと
協力してライブを開催し、出演者やスタ
ッフ、そして地域の人々が交流する場を
提供する。運営は高校生が行う。

西区/港北区

47.NPO法人Connection of the Children

● 2010年/様々な大学
●「全ての子どもがやりたい事を見つ
け、それに挑戦できる社会」と「国籍や
文化、障がいに関わらず誰もが温かい気
持ちで繋がれる社会」を目指し、子ども
たちの挑戦を応援する教育事業や国際交
流事業を行っている。 

西区

42.ワダヨコ

● 2010年/横浜国立大学
● 横浜国立大学の学生が中心となり、和
田町で地域交流活動を実施。子ども向け
イベントの企画・開催や、町内会主催の
イベントへの参加を通して、地域住民と
の交流を深めている。和田町のゆるキャ
ラ「和田丸」の運営も担い、地域の魅力
を発信する。

保土ヶ谷区

2024/2025/2026年出場

　関東学院大学・横浜市立大学との連携を強化し、「キャンパスタウン
金沢(大学の活力を生かしたまちづくり)」に取り組んでいる。両大学の
学生の地域活動などを支援する「サポート事業補助金」では、『地域の
活性化や地域課題の解決』に取り組む活動を支援している。

＃金沢区　キャンパスタウン金沢(サポート事業補助金)

金沢区
地域振興課

行政の取り組み

青葉6大学連携事業 ＃青葉区　

青葉区
区政推進課
企画調整係

　区内にキャンパスを有する６大学と地域のつながりを深める
ために、2010年から各大学と連携・協力に関する基本協定を締
結し、連携事業を行っている。

6大学：國學院大學、星槎大学、玉川大学、桐蔭横浜大学、日本
体育大学、横浜美術大学、

　2021年から実施している若者や子どもたちが中心になっ
て、サンタの帽子をかぶって、まちのごみ拾いをする活動。東
洋英和女学院大学、横浜創英大学、東京科学大学、横浜商科大
学、昭和医科大学と連携して行っている。　

みどりサンタプロジェクト

緑区地域振興課

＃緑区　

　地域を生き活きとさせる活動、人と人のつながりを豊かに生み
出す活動、未来を切り開いていく活動など、オルタナティブな生
き方を模索している若者を発見し、応援する活動。毎年2件の個人
または団体に「キララ賞」と「副賞50万円」を贈呈している。

キララ賞(かながわ若者生き活き大賞)

生活クラブ生活協同組合神奈川

　神奈川県では、入居者の高齢化が進む県営団地について、だれ
もが健康で安心していきいきと生活できる健康団地への再生に取
り組んでいる。その一環で、団地コミュニティの活性化を目指し
て、空き住戸に大学生が「神奈助人ｓ」として入居し、お祭り・
餅つき大会などの自治会活動のお手伝いのほか、スマホ相談会な
どのイベントを自ら企画し、開催している。

＃保土ケ谷区　神奈助人s(かなすけったーず)

神奈川県

県土整備局建築住宅部
公共住宅課
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49.かんきょう文化祭

● 2010年/様々な大学,高校生
● かんきょうデザインプロジェクトは、
環境問題への関心を高めるための活動を実
施。毎年開催される「かんきょう文化祭」
では、中高生のフォトコンテストやリメイ
クファッションショーなど、様々なイベン
トを通して、環境問題に対する意識啓発活
動を行っている。

中区

48.野毛坂グローカル

● 2016年/様々な大学,高校生
● SDGsの基本理念「誰ひとり取り残さ
ない」な社会を目指す様々な活動を行っ
ている。海外と日本の学びあいを通じた
地域づくりと多文化共生を目指す。海外
へのスタディツアーの実施、海外から日
本へのスタディツアーの実施もしてい
る。

西区

53.にじいろ探検隊

● 2017年/関東学院大学,様々な大学,高
校生
● 外国にルーツをもつ若者が経験を⽣か
し『Rainbowスペース』の企画・運営や
学習支援、映画制作、地域貢献を⾏う。
「安心できる居場所、知りたい・学びた
いをつなげる空間、自分の可能性に気づ
き、表現できる場所」がモットー。

中区

50.一般社団法人GRAF(グラーフ)

● 2022年/managara大学
● 特別支援学校の生徒を対象に、「コ
ーヒーかす」を使った商品の開発・販売
をする実践型プログラムを行う。「捨て
られるものに新たな命を与える」をキャ
ッチコピーに活動する。

2026年出場

52.下町編集室OKASHI
中区/南区

● 2021年/横浜国立大学,社会人
● 横浜の下町「関外（吉田新田）エリ
ア」を拠点に「場づくり」と「アーカイ
ブ」をおこなう若者コレクティブ。文化や
美的意識（をかし）をきっかけに、ひとび
とが居合わせる場の魅力や、下町の遊び方
を探っている。

南区

51.スリバチ

● 2024年/横浜国立大学,社会人
● 南区中里エリアの一角で課題となって
いる空き家問題を解消するため、横浜国
立大学建築学科出身の４人が、弘明寺公
園に隣接する、「谷戸」と呼ばれる地形
の谷部分（スリバチ）にある空き家をリ
ノベーションしながらシェアハウスとし
て利用している。

南区 横浜市内

● 2025年/様々な大学, 高校生, 中学生
● 「横浜の未来をキミの手で！」を掲
げ、GREEN×EXPO 2027を見据えて、中
高大生が主体となり横浜の未来につなが
るプロジェクトを企画・実践する枠組
み。2025年度は基盤づくりを行い、
2026年度から本格始動予定。

57.ヨコハマゼロワン

● 2023年/立教大学,神奈川大学,東洋英
和女学院大学
● 将来に熱狂し、ありのままの自己表現
ができる中高生を増やすことを目指す。
対話イベント、3ヶ月間のプログラム、
オリジナルカードゲーム、メンター会を
通し、自他を知る▶︎自分を探り深める▶︎
自分を試し耕すを一貫して提供。

横浜市ほか

55.Canvas

● 2020年/様々な大学,高校生,中学生
● 「若者×社会課題解決×スポーツ」をテ
ーマに、スポーツの振興と社会貢献活動推
進のため、HpRunClubの運営や、身近な取
り組み方で環境の保全を図るイベントの開
催などを行っている。

横浜市内

56.NPO法人HpRun

● 2018年/様々な大学
● ビジョンに「ボランティアっていいよ
ね」を文化に、を掲げ、地域や分野を超
えたコミュニティ作りをしている。年に
1度、全国からボランティアに関わる学
生が集まり、泊まりがけでボランティア
や自分の活動についてとことん語り合う
合宿研修型のプログラム。

全国

58.全国学生ボランティアフォーラム

● 2008年/様々な大学
● アクションポート横浜は若者とNPOを
つないで、まちを盛り上げる活動を行う
NPO。「まちにたくさんの主人公を！」
を合言葉に、学生が主体となりコーディ
ネートしながら、まちに関わる機会を作
っている。

横浜市内

59.NPO法人アクションポート横浜

54.Re:BASE

● 2025年/様々な大学
●中高生を主な対象にした【自習室】と
【居場所（BASE）】を融合させた理想
の自習室。家や学校に以外のもう一つの
居場所として、みんなが勉強したり、気
軽に集まったり、時には地域の人とちょ
っとした交流が生まれる、そんな場所に
なったらいいなと考えている。

中区
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49.かんきょう文化祭
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● かんきょうデザインプロジェクトは、
環境問題への関心を高めるための活動を実
施。毎年開催される「かんきょう文化祭」
では、中高生のフォトコンテストやリメイ
クファッションショーなど、様々なイベン
トを通して、環境問題に対する意識啓発活
動を行っている。

中区

48.野毛坂グローカル

● 2016年/様々な大学,高校生
● SDGsの基本理念「誰ひとり取り残さ
ない」な社会を目指す様々な活動を行っ
ている。海外と日本の学びあいを通じた
地域づくりと多文化共生を目指す。海外
へのスタディツアーの実施、海外から日
本へのスタディツアーの実施もしてい
る。

西区

53.にじいろ探検隊

● 2017年/関東学院大学,様々な大学,高
校生
● 外国にルーツをもつ若者が経験を か
し『Rainbowスペース』の企画・運営や
学習支援、映画制作、地域貢献を う。
「安心できる居場所、知りたい・学びた
いをつなげる空間、自分の可能性に気づ
き、表現できる場所」がモットー。

中区

50.一般社団法人GRAF(グラーフ)

● 2022年/managara大学
● 特別支援学校の生徒を対象に、「コ
ーヒーかす」を使った商品の開発・販売
をする実践型プログラムを行う。「捨て
られるものに新たな命を与える」をキャ
ッチコピーに活動する。

2026年出場

52.下町編集室OKASHI
中区/南区

● 2021年/横浜国立大学,社会人
● 横浜の下町「関外（吉田新田）エリ
ア」を拠点に「場づくり」と「アーカイ
ブ」をおこなう若者コレクティブ。文化や
美的意識（をかし）をきっかけに、ひとび
とが居合わせる場の魅力や、下町の遊び方
を探っている。

南区

51.スリバチ

● 2024年/横浜国立大学,社会人
● 南区中里エリアの一角で課題となって
いる空き家問題を解消するため、横浜国
立大学建築学科出身の４人が、弘明寺公
園に隣接する、「谷戸」と呼ばれる地形
の谷部分（スリバチ）にある空き家をリ
ノベーションしながらシェアハウスとし
て利用している。

南区 横浜市内

● 2025年/様々な大学, 高校生, 中学生
● 「横浜の未来をキミの手で！」を掲
げ、GREEN×EXPO 2027を見据えて、中
高大生が主体となり横浜の未来につなが
るプロジェクトを企画・実践する枠組
み。2025年度は基盤づくりを行い、
2026年度から本格始動予定。

57.ヨコハマゼロワン

● 2023年/立教大学,神奈川大学,東洋英
和女学院大学
● 将来に熱狂し、ありのままの自己表現
ができる中高生を増やすことを目指す。
対話イベント、3ヶ月間のプログラム、
オリジナルカードゲーム、メンター会を
通し、自他を知る▶自分を探り深める▶
自分を試し耕すを一貫して提供。

横浜市ほか

55.Canvas

● 2020年/様々な大学,高校生,中学生
● 「若者×社会課題解決×スポーツ」をテ
ーマに、スポーツの振興と社会貢献活動推
進のため、HpRunClubの運営や、身近な取
り組み方で環境の保全を図るイベントの開
催などを行っている。

横浜市内

56.NPO法人HpRun

● 2018年/様々な大学
● ビジョンに「ボランティアっていいよ
ね」を文化に、を掲げ、地域や分野を超
えたコミュニティ作りをしている。年に
1度、全国からボランティアに関わる学
生が集まり、泊まりがけでボランティア
や自分の活動についてとことん語り合う
合宿研修型のプログラム。

全国

58.全国学生ボランティアフォーラム

● 2008年/様々な大学
● アクションポート横浜は若者とNPOを
つないで、まちを盛り上げる活動を行う
NPO。「まちにたくさんの主人公を！」
を合言葉に、学生が主体となりコーディ
ネートしながら、まちに関わる機会を作
っている。

横浜市内

59.NPO法人アクションポート横浜

54.Re:BASE

● 2025年/様々な大学
●中高生を主な対象にした【自習室】と
【居場所（BASE）】を融合させた理想
の自習室。家や学校に以外のもう一つの
居場所として、みんなが勉強したり、気
軽に集まったり、時には地域の人とちょ
っとした交流が生まれる、そんな場所に
なったらいいなと考えている。

中区
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44.あすのち

● 2017年/様々な大学
●「子どもが自分の明日を信じていける
社会」を目指し、無料の学習サポート教
室とフリースペースを開いているボラン
ティア団体。小学生から19歳までが対象
で、スタッフと一対一で宿題や受験勉強
に取り組んだり、ボードゲームであそん
だりして過ごすことができる。

西区

43.てらこやみなとみらい

● 2018年/神奈川大学,横浜国立大学,高
校生
●学生と子どもが共に成長し、個性が輝
く企画を月に一度行う。アットホームな
雰囲気で、一人ひとりとの関わりを重視
する。学生と子どもの第三の居場所をつ
くり、全国てらこやネットワークの一員
として、地域の子どもと活動。

保土ヶ谷区/西区/中区

45.FPTEENS×一般社団法人横浜西口
エリアマネジメント

● 2017年/高校生
● 横浜駅西口エリアのまちの活性化と魅
力追求に、10代の目線で取り組む高校生
チーム。「ニシグチを楽しむ、楽しんで
もらう」を合言葉にまちのリサーチ、イ
ベント企画、情報発信などを行う。まち
づくりに関わりながら、西口を舞台に自
分達のやってみたい事に挑戦する。

西区

46.関東軽音部

● 2023年/高校生
● 関東圏で「学校に軽音部がない」「学
校の軽音部になじめない」「外部でも軽
音活動がしたい」という学生の居場所を
作るために設立。地域のライブハウスと
協力してライブを開催し、出演者やスタ
ッフ、そして地域の人々が交流する場を
提供する。運営は高校生が行う。

西区/港北区

47.NPO法人Connection of the Children

● 2010年/様々な大学
●「全ての子どもがやりたい事を見つ
け、それに挑戦できる社会」と「国籍や
文化、障がいに関わらず誰もが温かい気
持ちで繋がれる社会」を目指し、子ども
たちの挑戦を応援する教育事業や国際交
流事業を行っている。 

西区

42.ワダヨコ

● 2010年/横浜国立大学
● 横浜国立大学の学生が中心となり、和
田町で地域交流活動を実施。子ども向け
イベントの企画・開催や、町内会主催の
イベントへの参加を通して、地域住民と
の交流を深めている。和田町のゆるキャ
ラ「和田丸」の運営も担い、地域の魅力
を発信する。

保土ヶ谷区

2024/2025/2026年出場

　関東学院大学・横浜市立大学との連携を強化し、「キャンパスタウン
金沢(大学の活力を生かしたまちづくり)」に取り組んでいる。両大学の
学生の地域活動などを支援する「サポート事業補助金」では、『地域の
活性化や地域課題の解決』に取り組む活動を支援している。

＃金沢区　キャンパスタウン金沢(サポート事業補助金)

金沢区 地域振興課

行政の取り組み

青葉6大学連携事業 ＃青葉区　

青葉区 区政推進課
企画調整係

　区内にキャンパスを有する６大学と地域のつながりを深める
ために、2010年から各大学と連携・協力に関する基本協定を締
結し、連携事業を行っている。 
6大学：國學院大學、星槎大学、玉川大学、桐蔭横浜大学、日本
体育大学、横浜美術大学、

　2021年から実施している若者や子どもたちが中心になっ
て、サンタの帽子をかぶって、まちのごみ拾いをする活動。東
洋英和女学院大学、横浜創英大学、東京科学大学、横浜商科大
学、昭和医科大学と連携して行っている。　

みどりサンタプロジェクト

緑区地域振興課

＃緑区　

　地域を生き活きとさせる活動、人と人のつながりを豊かに生み
出す活動、未来を切り開いていく活動など、オルタナティブな生
き方を模索している若者を発見し、応援する活動。毎年2件の個人
または団体に「キララ賞」と「副賞50万円」を贈呈している。

キララ賞(かながわ若者生き活き大賞)

生活クラブ生活協同組合神奈川

　神奈川県では、入居者の高齢化が進む県営団地について、だれ
もが健康で安心していきいきと生活できる健康団地への再生に取
り組んでいる。その一環で、団地コミュニティの活性化を目指し
て、空き住戸に大学生が「神奈助人ｓ」として入居し、お祭り・
餅つき大会などの自治会活動のお手伝いのほか、スマホ相談会な
どのイベントを自ら企画し、開催している。

＃保土ケ谷区　神奈助人s(かなすけったーず)

神奈川県 
県土整備局建築住宅部 公共住宅課
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38.Agridge Project（アグリッジプロジェクト）

● 2017年/横浜国立大学
●Agridge Projectは、農業を通じた地
域活性化を目指す学生団体。様々な学部
の学生が、畑作業や商品開発、地域イベ
ントの企画など、それぞれの専門性を活
かして活動。ビジネスとコミュニティの
両軸で地域貢献を目指し、和田町商店街
とも連携して活動。

保土ヶ谷区

37.サンタクリーン大作戦

● 2023年/神奈川大学
● 社会教育課程の学生有志と地域ケアプ
ラザが協働した、サンタ姿で　清掃を行う
「サンタクリーン大作戦」。
3年目を迎え、現在はサークルも参画。多
世代や企業が交流する場となり、清掃を通
じたマナー向上にも取り組む学生挑戦の場
となっている。

神奈川区

39.KIKCAFE学生部＋チーム平成

● 2021年/様々な大学　 
● ほどがやの歴史を生かしたイベントで
世代交流を促し、地域の愛着を育む活動を
行う。地域住民と協力し、歴史をテーマに
したイベントを開催。ボランティアに加え
広報誌制作にも関わり、イベントを作り上
げる。最近は東戸塚のneco.sunとも連
携。

保土ヶ谷区

40.かたびらカモ隊

● 2024年/神奈川大学/関東学院大学/ 
 横浜商科大学
● 歴代インターン生をはじめとしたアワ
ーズで活動する学生主体の団体。「ゴミ
拾いから繋がる地域の輪を’’カタチ’’にす
る」をテーマに、月2回の定例おそうじ
やカモ隊会議、合宿、サンタプロジェク
ト等の企画・実施を行う。

保土ヶ谷区

41.ほどがや無料塾

● 2013年/横浜国立大学
● 退職教員や地域住民が中心となり、和
町駅や星川駅近くで学習支援を実施。子ど
もたちの「わからない」を「わかる」に変
えることを目指し、宿題や受験勉強のサポ
ートを行う。また、子どもたちが安心して
過ごせる居場所を提供し、多様な学びの機
会を提供する。

保土ヶ谷区

36.NPO法人 まち×学生プロジェクトPlus

● 2022年/様々な大学
●「若者」、「地域」そして「かける」こ
の三者が様々な活動を協働で行い、合言葉
である“世代を超えて想いをつなぐ「まち」
づくり”を実現できるよう活動を行ってい
る。卒業してからも"まち"に戻ってくる取
り組みを行う卒業生が活動に関わることが
多いことも特徴。 

神奈川区2020/2024/2025年出場
準大賞大賞

2023年出場
準大賞

2026年出場

短期体験型

NPOインターンシップ

長期実践型

提携大学

2025年度の活動

期間：10日前後(80時間)
時期：8-9月

期間：週1〜2回(200〜400時間)
時期：8-2月

参加者数　計69名 （短期：58名、長期：11名）

神奈川大学、関東学院大学、専修大学、東海大学、フェリス女学院大学、
明治学院大学、横浜市立大学、横浜商科大学

　アクションポート横浜では、横浜の地域やNPOに関心を持つ学生を発掘し、活動する
きっかけを作るため、NPOインターンシップ事業を2009年より運営している。　
　この事業では横浜近隣大学と受入NPOにご協力をいただき、学生は関心のあるNPOで
夏休みを中心におよそ10日間〜６ヶ月間の活動を体験する。提携大学の学生は授業の一
環としてこのプログラムに参加できるため、幅広い層の学生がまちへの一歩を踏み出すき
っかけとなっている。

NPOと学生の
　　　相談会

事前研修会

参加学生と受け入れNPOが　
直接話すことができる機会。
様々な団体を見て、活動した
い団体を選ぶ。

実際に活動するにあたって、イン
ターンシップに必要な基礎知識を
学ぶ研修会を実施。参加学生同士
の交流も深まる。

修了式・成果報告会

活動内容を振り返り、互いの成果
を報告し合う。最後に修了書を受
け取り、プログラムは終了。

学生とNPOをつなぐプログラムの事例
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32.東京都市大学 ISO学生委員会

● 1998年/東京都市大学

● 横浜キャンパスが取得したISO14001

認証の維持と、学外の環境意識向上を目

的に活動。地域のお祭りや若者環境デー

への参加、グリーンカーテンプロジェク

トの実施など、多岐にわたる活動を展

開。また、ペットボトルキャップ回収な

どを通して環境保全に貢献。

都筑区

31.慶應義塾大学公認学生団体

       S.A.L.Oikosプロジェクト

● 2023年/慶應義塾大学

● 「国内の貧困問題に食を通してアプロ

ーチを」をビジョンに、路上生活者の方々

への炊き出し活動、学生のみで運営する子

ども食堂、フードロスを活用した貧困支援

の3つを軸に活動。 また、大阪や京都での

ボランティア参加や勉強会を通して、メン

バーの知見をより深めている。

港北区

33.あおばコミュニティ・テラス

● 2020年/様々な大学・高校生

●横浜市青葉区青少年の地域活動拠点。

中高生主体のまちづくりプロジェクト、

地域ボランティア活動、中高生、大学

生、大学生の自主企画イベントやワーク

ショップを行っている。地域の交流の場

でもある。

青葉区

34.桐蔭横浜大学 ボランティアサークルVinca

● 2024年/桐蔭横浜大学

● 学内のボランティア・ラボを通じてマ

ラソンでの通行人誘導や、子ども向けイ

ベント・地域のお祭りの運営補助などを

行う。「地域の方々とのつながりを大切

に!ボランティア活動を通し、自分たちの

成長に繋げる!」をキャッチコピーに活動

している。

青葉区/横浜市

35.ユニゲート

● 2024年/様々な大学

●「地域と繋がる学生集団！」をモット

ーに鶴見区で活動している有志学生団

体、ユニゲート。「大学生と関わりたい

地域」と「活動したい大学生」のマッチ

ングと大学生同士の交流を生み出すこと

で継続的に地域に入る学生を増やす環境

づくりを目指し、活動している。

鶴見区

30.師岡こども学習会

● 2017年/様々な大学

● 師岡地区内の小学生を対象に、師岡町

会館で月に一回行っている学習会。大学

生ボランティアが勉強を教える「学びの

時間」と工作やちょっとした実験など工

夫をこらしたプログラムで子供たちの興

味をひきだし、楽しく学ぶ「みんなの時

間」で構成されている。

港北区

2024年出場

2025年出場2026年出場

2026年度　NPOインターンシップとは

NPO法人
びーのびーの
子育て支援

NPO法人
さくらザウルス

子育て支援

NPO法人
グリーンママ

子育て支援

NPO法人
こども応援ネットワーク

子育て支援 病気や障がいのある
子どもと家族の支援

NPO法人
スマイルオブキッズ

片倉うさぎ山公園
 遊び場管理運営委員会

プレイパーク
(屋外の子どもの遊び場作り)

NPO法人
リロード

自立支援・社会教育活動

NPO法人
みどり福祉ホーム
障害福祉、地域支援

障害者自立生活センター
IL・NEXT

障害者自立支援

NPO法人
地域生活センター

障害者福祉

公益財団法人日本野鳥の会
「横浜自然観察の森」

環境保全（教育・調査・管理）

NPO法人
フリースペースたまりば

社会教育の推進・
子どもの健全育成他
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26.LINKAI横浜金沢ラボ研究室

● 2024年/関東学院大学
● LINKAI横浜金沢の学校を中心に科学
実験教室を開催する。 産学官連携を生
かし子どもに科学の面白さ，楽しさを実
感してもらう。

金沢区

25.横浜市立大学ボランティア団体one by One 

● 2018年/横浜市立大学
● 入院中の子どもたちに、オンラインで
家庭教師とイベントを提供。学習のサポー
トだけでなく、学習をコミュニケーション
ツールとし、子どもたちに「気にかけてく
れる人がいる」と感じてほしい思いで活動
する。家族との思い出作りを支援するため
年に4回のイベントも実施。

金沢区/鶴見区

27.横浜市立大学柴田ゼミねぎとろ/NEGITOLO

● 2025年/横浜市立大学
● 地元水産会社との産学連携のもと、廃
棄される魚パックのシールを活用し、小
学校の学童施設・保育園・魚食推進イベ
ントなどで児童と共におさかなアート制
作を行う。

金沢区/横浜市

28.横浜市立大学医学部YDC

● 2015年/横浜市立大学
●主に横浜市金沢区内の小中学校・消防
署・地域コミュニティと協力して医療の
正しい知識を市民の皆さまに伝える訪問
授業・出張講座を行なっている。 対象は
子どもに注目して活動してきたが、近年
は他の世代の方にもアプローチできる方
法を模索している。

金沢区
29.きちじつ！まったりルーム

● 2025年/様々な大学・高校
●居場所づくりに関心のある中高生が集ま
り、大学生スタッフと共に、日吉駅近くの
マンション《プラウドシティ日吉》内のコ
ミュニティスペース「まちのリビング」を
活用して、月1回程度、中高生のための居
場所づくりの企画・運営を行う。

港北区

24.横浜市立大学学生ボランティア団体Clover

● 2022年/横浜市立大学
● SDGs14「海の豊かさ」をテーマに海
洋問題解決に向けた活動を実施。コンタ
クトレンズの空ケースリサイクルや海岸
清掃など、身近なことから始め、多くの
人々に海洋問題への関心を呼びかけてい
る。地域住民との共働を通して、より良
い海づくりを目指す。

金沢区2023年出場 2023年出場
大賞

2026年出場

NPO法人
横浜市民アクト

NPO
法人
アスリード
若者のキャリア
教育支援・企業連携

NPO法人かながわ外国人
すまいサポートセンター

コトラボ合同会社
「ヨコハマホステルヴィレッジ」

コミュニティ再生・起業

つづきアート&
メディアパートナーズ

NPO法人
アークシップ

まちづくり、アート

国際協力

NPO法人
教育支援協会南関東
子ども・若者の学び、

体験を促進

NPO法人
横浜NGOネットワーク

NPO法人
ピッピ・親子サポートネット
子育て・介護・障がい支援・

学齢期児童の居場所

まちづくり・市民活動支援

外国人支援

生活クラブ
生活協同組合・神奈川
暮らしを豊かにする事業

NPO法人
パノラマ

子ども・若者支援

文化芸術

NPO法人
アクションポート横浜
中間支援、まちづくり
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戸塚区

19.明治学院大学学生ボランティア団体

            あなたのとなりに。-SBC-

● 2024年/明治学院大学

● 能登半島および戸塚区にて、被災地で

の継続的なボランティアや物産展や展示

会、活動報告会の実施といった地域支援

を行う。他にも戸塚区のお祭りやイベン

トのお手伝いや小学校の授業のサポート

などにも携わる。

戸塚区2026年出場

● 2024年/明治学院大学

● フェアトレードおよびオーガニックの

オリジナルブレンドドリップパックを、

学内外のイベントで販売。イベントや学

内活動を通じて、メンバー一人ひとりが

フェアトレードや環境問題、コーヒーに

関する知識や理解を深める。

20.Umee Coffee

港南区

21.新世代創造ミーティング

● 2024年/様々な大学,高校生

● 日限山周辺に住む高校生、大学生４

人で結成された地域貢献を目的としたグ

ループ。防災をテーマにした「こどもク

イズラリー」を日限山地域ケアプラザで

開催し、子どもを中心に98人が参加し

た。若い世代への防災意識啓発を行う。

金沢区

22.かながわ学生ボランティア連合

● 2020年/様々な大学

● フードバンク支援「お米一合運動」の

実施、子どもの居場所づくりイベントの

企画、地域イベントのサポートを主に行

なっている。

● 2020年/横浜市立大学,横浜国立大学

● 築80年の空き家をリノベーションし、

地域住民が集まる場所に生まれ変わらせ

る。学生が主体となってイベントを開催

し、地域との交流を深めている。町内会と

協力し、スマホ教室や祭礼のお手伝いな

ど、様々な活動を通じて地域に貢献。

＊2026年3月で活動終了

金沢区

23.せとさんち

横浜には精力的に活動している若者団体が
まだまだあるはず！！「こんな団体がある！」

「うちの団体も載せて欲しい！」
そんな情報がありましたら、是非、

アクションポート横浜までお寄せください。

団体の状況・見えたこと

様々な大学 単一大学

0 5 10 15 20 25

2010

2016

2018

2016

2020

2022

2025

横浜アクションマップ
掲載団体募集！

－19－

　今回登録された59団体を見てみると、2020
年以降に設立された団体が全体の6割近くを占
めており、新設団体が多いことがわかる。
 　さらにその内訳をみると、「地域」や「やり
たいこと」を軸に、さまざまな大学の学生や
若者が集まって構成された団体が増加してい
る傾向が見られる。
 そこには、自分が生まれ育った地域への思い
や、これまでに経験してきたこと・やりたい
と感じてきたことを形にしたいという意識
が、団体設立の動機として強く表れているよ
うに感じられる。

◼︎設立年度と構成員の統計から「様々な大学」の学生で構成された
　新設の団体が増えている

横浜アクションマップの掲載団体の統計から気づいたことをまとめてみました。

NPO法人アクションポート横浜

横浜アクションアワード担当

apygakusei@gmail.com

主要な大学

0 5 10 15 20 25

様々な大学
高校生

横浜国立大学
神奈川大学

横浜市立大学
フェリス女学院大学

関東学院大学
明治学院大学

社会人
東洋英和女学院

中学生
慶応義塾大学
桐蔭横浜大学
横浜商科大学

その他

◼︎団体の構成大学は大学の環境次第、高校生や社会人の活動も増えてきた

　ボランティアセンターの有無や、大学
の授業における実習制度の整備状況な
ど、大学としての環境整備が、大学生の
地域参加のハードルを大きく左右してい
ることが分かる。
 　一方で、近年は大学生に限らず、社
会人や高校生など、幅広い世代が地域に
関わる機会も増えてきている点にも注目
したい。大学生・高校生・社会人が大学
や立場の枠を越えて地域に関わる動きが
見られることは、今後の地域活動の広が
りや可能性を考える上で重要な変化だと
感じられる。
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● 2024年/様々な大学,高校生,社会人

● みやまえ塾は、「全ての子どもたちの

将来の選択肢をふやす」をモットーに横

浜市泉区で個別指導型の無料学習支援と

地域と密着した体験活動イベントの開催

をしている。教育格差、体験格差といっ

た地域の課題の解決や、多世代交流の促

進などを目指している。

泉区

14.しんばしスマホ推進委員会

● 2022年/様々な大学,高校生

● 横浜市泉区で多世代交流型スマートフォ

ン教室を開催。高齢者と学生のつながりの

醸成と、世代間の情報格差を解消すること

による高齢者のQOL向上を目指している。

スマートフォン操作のサポートだけでな

く、高齢者が抱える課題を解決できるよう

なアプリの紹介も行っている。

● 2013年/関東学院大学

● エネルギーの創生と貯蔵の研究を進め

る一方で、NPO法人Aozora Factoryと連

携し、産学官連携活動の一環として地域活

性化を目的とした科学実験を展開してい

る。研究×ビジネス×教育の場で、ともに未

来の科学者を育成する共創パートナーとの

出会いを楽しんでいる。

戸塚区/金沢区

17.NPO法人JUNKO Association

● 1995年/明治学院大学

● ベトナムとミャンマーの子どもたちの

未来のため、日本語教育や文化交流を行

う。山岳地域の学校では、衛生環境の改

善や教育の大切さを伝える活動も実施。

また、資金調達のため現地で雑貨を買い

付け、イベントやオンラインで販売する

ビジネスプロジェクトも展開。

18.NPO法人戸塚てらこや

● 2015年/神奈川大学/明治学院大学

● 子どもたち、大学生、地域住民が一体

となり、自然や社会に触れる体験を通し

て、子どもたちの主体性を育む活動を実

施。学生が中心となり、イベント企画や

学童訪問など、多様なプログラムを提供

する。地域とのつながりを深め、子ども

たちの成長をサポートする。

● 2003年/フェリス女学院大学

● 2003年4月に設立し、学生スタッフ主

体で企画、運営を実施しているボランテ

ィアセンター。学生へのボランティア情

報提供、学外のNPO・NGO・地域活動を

行うさまざまな団体・施設などとの連携

を実施。また、学生による問題設定、課

題解決にも取り組んでいる。

泉区 泉区

戸塚区 戸塚区

2024年出場

2025年出場

大賞

15.NPO法人 宮ノマエストロみやまえ塾 16.とものラボ×SAI vision

13.フェリス女学院大学ボランティアセンター

DATA
3

0 5 10 15 20

世代交代や役割分担がうまくいくか
メンバーのモチベーション

メンバーが集まらない
広報・発信が得意ではない

メンバーの偏り（男女比・学年など）
運営資金に課題がある

会議の運営
活動場所がない

リーダーシップがうまくいかない
活動地域のアクセス

その他

ホームページ

41団体
Instagram

52団体

Facebook

27団体
X（旧Twitter）

31団体

活動上の課題は「世代交代や役割分担」が最多

　本マップ作成を通して、団体が抱える課題として最も多く挙げられたのは、世代交代がうまく

いかないという点であった。メンバーの入れ替わりが前提となる中で、十分に引き継げていない

団体が多いことがうかがえる。


　また、次に多かった課題はメンバーのモチベーションの維持であり、世代交代が円滑に進まな

いことで、活動の目的や役割が共有されにくくなり、結果としてモチベーションの低下につなが

っている可能性がある。

団体の情報発信ツールはInstagramが一番多い

　調査によるとInstagramのアカウントがあ
る団体が52団体/59団体、ホームページがあ
る団体が41団体/59団体であり、X（旧
Twitter）は31団体/59団体、Facebookペー
ジがある団体が27団体/59団体であった。
　やはり、若者の主流はInstagramであると
いえる。

　一方で、一昨年は「広報・発信が得意ではない」という課題が最も多く見られたが、今年

度はその順位が下がっている。これは、SNSの普及やAIツールの発達により、発信のハード

ルが下がり、一定程度解決されつつあるためだと考えられる。
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9.NPO法人MIks

● 2021年/様々な大学・高校生

● 高齢者向けにスマホ講座等のデジタル

支援を行っている。 地域活動を始めたい

方向けに、スマホサポーター養成講座も

開催。ケアプラザや役所、自治体と連携

しながらデジタル偏差値の向上を目指し

ている。

旭区/瀬谷区/西区

8.希望が丘 TONKAN(希望が丘チャレンジベース)

● 2025年/様々な大学

● 「まちの交差点」をコンセプトに、地

域・学生・NPO法人・企業がタッグを組

み、希望が丘チャレンジベースの整備を

行う。希望が丘のまちの交流を増やす

様々な人の挑戦を支える場を設計施工す

る。

旭区

10.エコキャンパス研究会

● 2002年/フェリス女学院大学

● 泉区役所と連携し、ペットボトル削減

やマイボトル普及に向けた啓発動画を作

成。また、地元のカフェやベーカリーと

コラボし、地域産の食材を使ったメニュ

ー開発や、学園祭でのパン販売など、地

域に根ざした取り組みを行う。

泉区

11.国際協力団体キープ・ザ・スマイル

● 2020年/フェリス女学院大学

● 発展途上国の人々の暮らしを改善する

ため、国際協力活動を行う。フェアトレ

ード商品の販売やイベント開催を通し

て、発展途上国の現状を日本に伝えると

ともに、学生や地域住民への啓発活動を

実施。また、発展途上国への調査も実施

し、より効果的な支援を目指す。

泉区

12.STUDY FOR TWOフェリス女学院大学支部

● 2025年/フェリス女学院大学

● 大学内で古本を回収し、それを再販売

し、得た利益で途上国の子どもたちの教

育支援をしている。現在、150冊以上の

本を回収しており、販売に向けて積極的

に活動中。

7.サコラボ

● 2017年/横浜国立大学

● 横浜国立大学の学生が左近山団地に居

住し、地域住民と一体となって地域活性

化に取り組む。ピザ窯を作ったり、映画

祭を開催したりと、ユニークなイベント

を企画・実施。地域の小中学校とも連携

し、地域ぐるみの教育活動にも力を入れ

ている。

旭区

泉区

2020/2022年出場

大賞準大賞

2020/2021/2022年出場

準大賞

2023年出場

2026年出場
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若者×地域の活動の成り立ちパターン

コーディネーターに相談してみよう！

　若者といえば、やはり学校。学校
のサークルや部活、ゼミなどがきっ
かけで若者の地域のコラボから始ま
る活動も多い。横浜では2000年前後
からサークル活動が活発化した。

①学校（大学）発の活動

　市民団体やNPO、施設に集まるボラ
ンティア・インターン生が団結して活
動が始まる活動。単なるお手伝い的な
活動ではなく、独自の活動を展開。イ
ベントやプロジェクト型も多い。

③市民団体・施設発の活動

   横浜アクションアワードが始まって約7年。「若者×地域」のパートナーシップはますます広
がっています。実際にはどんな団体があるのか、傾向を4つにまとめてみました。

　NPO支援、地域支援、福祉、青少年、子育てなどなど…
横浜にはたくさんのコーディネータがいます。

　横浜コーディネーターキャンパスでは、分野やエリアを
超えて若者と地域をつなぐコーディネーターが集まり、情
報交換や学び合いの場を作っています。
　若者と、地域と、活動をしてみたい！ブラッシュアップ
したいと思ったらぜひご相談ください！

横浜コーディネーターキャンパス

④コーディネーター発の活動

　施設やNPOのコーディネーター
が仕掛け、若者と地域を繋いだ活
動を作る活動も最近は増えてい
る。

若
者

地
域

　色々な活動がありますが、素敵な団体をみるといくつか傾向も見えてきます。
　一つはきちんと若者と地域の関係構築、相互理解ができていること。そして、お互いに活動を
楽しんで参加できる工夫があること。何よりきちんとお互いが納得した形で意思決定の場を作る
こと。まだまだあると思いますので、皆さんの団体の工夫やアイデアも是非教えてください！

　地元の友達や仲間とスタートする
など、若者の発案から地域での活動
が始まるパターン。コロナ以降はオ
ンライン会議ができるようになり、
一気に増えている。

②若者発の活動
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3.コーヒープロジェクト

● 2019年/東洋英和女学院大学
● ドリップバッグ製作、活動発信、チ
ャリティ、生産者支援を軸とした循環型
の仕組みで成り立つ。ミカフェート株式
会社の協力のもと、オリジナルコーヒー
ドリップバッグ「EiwaCafé」を製作。
SDGsとコーヒー産業の関係性について
情報発信を行う。

2.神奈川大学体育会サッカー部

● 2020年/神奈川大学
● 緑区竹山団地を舞台に、地域住民との交
流を深める活動を実施。サッカー部学生が中
心となり、コミュニティカフェや介護予防教
室、スマホセンターを運営。多世代交流を通
じて、対話力や問題解決能力を養いながら、
地域貢献に努めている。

緑区

4.ミドリトリドリ

● 2024年/高校生
●世代や国籍、障がいの有無を越えて人が
つながるまちづくりを目指す。 地域の公
共施設や個人商店などへのインタビューを
通じて課題を見つけ、その解決に向けて地
域の人々が交流でき、ニーズに寄り添った
イベントを企画・運営する。また、地域の
魅力やおすすめ情報をSNSで発信してい
る。

● 2023年/様々な大学
● 神奈川県横浜市を拠点に活動してい
る。地域と学生を結びつけることで地域
を活性化させる他、学生たちに活動の機
会を提供することを目的としている。
2024年度は瀬谷区三ツ境商店会と連携
し、「白姫祭り」にて学生主体のステー
ジを企画・実施した。

瀬谷区

6.マッチメディア瀬谷

● 2021年/様々な大学
●「人とまちをつなぐ」をテーマに横浜
市瀬谷区の魅力を発信するローカルメデ
ィア。区内のおすすめスポットや活動す
る人々を積極的に取材し、記事として発
信。区内観光地の広報活動や行政との連
携も行い、地域の魅力の認知のため、多
岐にわたる活動を実施。

瀬谷区

1.神奈川大学経営学部山岡ゼミ

● 2016年/神奈川大学
● ゼミの研究テーマは「持続可能な社会
の構築と探求」。近隣農家との連携によ
る体験活動の企画・運営、地産地消の飲
食店と連携したマルシェの活性化等、横
浜市内に限らず県内各所で活動してい
る。

5.エスレガーレ横浜

緑区

緑区緑区

2024年出場
大賞

2025年出場
準大賞

2023年出場

2020年出場

横浜アクションマップから感じたこと
編集学生の視点から

　今回、学生2人を中心に59団体の方とやり取りを行い、情報を集め、本マップを作

成しました。作成を通して、学生の視点から感じたことをまとめます。

今年度は、若者団体の数、そして私たちが実際にやり取りできた団体の数が大きく増

加しました。一昨年38団体、昨年42団体であった掲載団体数は、今年度は59団体と

なり、年々広がりを見せています。

　その背景には、団体同士や地域の人とのつながりが広がっていることがあります。

意識的に連携している団体だけでなく、知らないところでゆるやかにつながりながら

活動しているケースも多く見られました。

　また、企業やNPO、コーディネーターと連携しながら取り組む団体が増え、地域内

の関係性がより立体的になっています。あわせて、地域を軸に活動する団体や、設立

から1年以内の新しい団体が増えていることも特徴です。

　活動の担い手も多様化しており、特定の大学に限らず、「やりたいこと」や「地域」

を軸に集まる団体が増えています。大学生だけでなく、社会人や高校生など世代を超

えた活動も広がっており、学生時代の活動を社会人になっても継続する人や、これま

での経験や特技を生かして地域に関わる団体も見られました。　

　一方で、多くの団体からは、活動を継続するうえでの課題として、メンバーのモチ

ベーション維持や世代交代の難しさが挙げられました。特に、代表や運営を担う次の

世代が見つからず、主体的に活動を引き継ぐ新メンバーの確保に悩む声が多く聞かれ

ました。

　こうした中で本マップには、区内・市内で活動する他団体の存在を知り、つながる

ことで、困ったときに協力し合える関係を築きたいという期待が寄せられています。

団体同士が互いの活動を知り、地域の中で支え合うことが、活動の継続や人材の循環

につながる可能性があると考えます。

　本マップが、これから地域に関わりたい若者にとっての「はじめの一歩」となると

同時に、すでに活動している団体にとっても、つながりを広げ、活動を続けていくた

めの支えとなることを期待しています。

－22－



－23－ －4－

栄区・金沢区・磯子区
22 かながわ学生ボランティア連合        金沢区
23 せとさんち　　　　　　　　　　　  金沢区
24 横浜市立大学　　                            金沢区
     学生ボランティア団体 Clover                    
25  横浜市立大学ボランティア団体
   　one by ONE                                       金沢区/鶴見区
26 LINKAI横浜金沢ラボ研究室             金沢区
27 横浜市立大学柴田ゼミ          金沢区/横浜市
     ねぎとろ/NEGITOLO
28 横浜市立大学医学部YDC                 金沢区

29 きちじつ！まったりルーム                港北区
30 師岡こども学習会                             港北区
31 慶應義塾大学公認学生団体                港北区
      S.A.L.Oikosプロジェクト
32 東京都市大学 ISO学生委員会            都筑区
33 あおばコミュニティ・テラス            青葉区
34 桐蔭横浜大学                       青葉区/横浜市
     ボランティアサークルVinca

港北区・都筑区・青葉区

鶴見区・神奈川区・保土ケ谷区

35 ユニゲート                                       鶴見区
36 NPO法人まち×学生                       神奈川区
     プロジェクトPlus
37 サンタクリーン大作戦　　　　　    神奈川区
38 AgridgeProject                          保土ヶ谷区
39 KIKCAFE学生部                         保土ヶ谷区
     +チーム平成
40 かたびらカモ隊                           保土ヶ谷区
41 ほどがや無料塾                           保土ヶ谷区
42 ワダヨコ　　　　　　　　　    　保土ヶ谷区
43 てらこやみなとみらい                 保土ヶ谷区
                                                      /西区/中区

横浜市内
横浜市内
横浜市内
全国
横浜市内

横浜市全域・全国

55
56
57
58
59

Canvas
NPO法人HpRun
ヨコハマゼロワン
全国学生ボランティアフォーラム
NPO法人アクションポート横浜

44 あすのち                                           西区
45 FPTEENS×一般社団法人横浜西口     西区
     エリアマネジメント
46 関東軽音部                           西区・港北区
47 NPO法人Connection of                     西区
     theChildren
48 野毛坂グローカル                              西区
49 かんきょう文化祭                              中区
50 一般社団法人GRAF(グラーフ)            南区
51 スリバチ　　　　　　　　　　　　　 南区
52 下町編集室OKASHI                   中区/南区
53 にじいろ探険隊                                  中区
54 Re.BASE                                           中区

西区・中区・南区

若者が関わることで、地域は元気になる
　若者の参加が地域にもたらす効果は大きく、主に3つあると感じています。
1つ目は、多様な人をつなぐ「接着効果」。若者がいることで、子どもやこれまで関わりの
なかった人も参加しやすくなります。
2つ目は「成長促進効果」。チャレンジ意欲の高い世代が加わることで、新しい動きや発想
が生まれます。
3つ目は「緩衝効果」。場の雰囲気がやわらぎ、人と人の関係性がスムーズになります。多
様な人が主役になれる地域づくりに、欠かせない要素です。

地域は、若者にとってのリアルな学びの場
　若者にとって地域は、自分の「マイテーマ」を磨ける場所でもあります。スキルアッ
プ、仲間づくり、関心の深掘りなど、目的を持って挑戦できる現場がここにはあります。
また、学校では出会えない多様な生き方に触れられるのも地域ならでは。さらに、答えの
ない課題に挑み、その反応を間近で受け取れる経験は、若者の成長を大きく後押ししま
す。

若者が活躍できる場を、もっと身近に
　若者が地域に関わる入り口は、まだ十分とは言えません。関心を持つ若い世代は増えて
いるからこそ、もっと身近に参加できる導線が必要です。
この冊子が、活動を知るきっかけになり、参加や相談、新しい挑戦につながってほしい。
事例が見えることで、地域活動のハードルは確実に下がります。

　これからの地域づくりに、担い手の存在は欠かせません。若者を単なる「人手」として
消費するのではなく、主体性を引き出し、地域のニーズとつなぐコーディネーションが重
要です。
世代を越えて、誰もが仲間として関われる地域へ。
一緒に、横浜を盛り上げていきましょう。

　横浜で大学ボランティアセンターや学生サークルが生まれた　
のは2000年代前半。僕自身もその頃は学生で、以降ずっと若者
たちの地域活動を見てきました。
今では、WEBやSNSを通じて現場にアクセスできる環境や、　　
大学の授業で地域に関わる機会も大きく広がっています。
一方で、地域課題が複雑化する中、若者と地域の関係性はこれ　
まで以上に重要になっています。ポイントを整理してみました。 アクションポート横浜

 代表理事 高城芳之

コラム　若者と地域をつなぐ現場から



横浜アクションマップ　エリア別団体一覧

　団体写真

●設立年度/参加学生の主要大学
●活動内容

HPと各種SNSの有無

活動区

NO.団体名

出場年度

大賞

緑区・旭区・瀬谷区

NPO法人アクションポート横浜紹介

−3− −24−
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アクションマップの見方

１
神奈川大学経営学部山岡ゼミ





















２
神奈川大学体育会サッカー部
３
コーヒープロジェクト






























４
ミドリトリドリ








































５
エスレガーレ横浜













































６
マッチメディア瀬谷






























７
サコラボ


















































８
希望が丘
TONKAN











































































(希望が丘チャレンジベース)
9
NPO法人MIKS






















泉区・戸塚区・港南区

10
エコキャンパス研究会

















































11
国際協力団体キープ・ザ・スマイル























12
STUDY
FOR
TWOフェリス女学院大学支部

　










































13
フェリス女学院大学ボランティアセンター　
　
14
しんばしスマホ推進委員会








































15
NPO法人宮ノマエストロみやまえ塾













16
とものラボ×SAI
vision












































17
NPO法人JUNKO
Association
































18
NPO法人戸塚てらこや



























19
明治学院大学学生ボランティア団体
























あなたのとなりに。-SBC-
20
Umee
Coffee































































21
新世代創造ミーティング









































横浜で魅力的な活動をする若者団体をエリア別でまとめました。

5ページからは団体の活動を具体的に紹介していきます！

緑区
緑区
緑区
緑区

瀬谷区
瀬谷区
旭区
旭区

旭区/瀬谷区/西区

泉区
泉区
泉区
泉区
泉区
泉区

戸塚区
戸塚区
戸塚区
戸塚区

戸塚区
港南区

APYは若者とNPOをつないでまちを盛り上げるNPOです

NPO法人アクションポート横浜 

〒231−0023 横浜市中区山下町94番地横浜中華街パーキング協同組合内
 TEL: 045-662-4395
 Mail: info@actionport-yokohama.org

公式ホームページ

アクションポート横浜への参加お待ちしております！

　アクションポート横浜では、大学生をはじめとした若い世代が主体となり、まちに関わる

様々なプロジェクトやイベントを運営しています。また、若者とNPOの協働事業や、若者と

企業が連携するプロジェクトにも取り組んでいます。

　「何かやってみたい」と思っている若者の皆さんはもちろん、若い世代を受け入れたい、　

一緒に活動してみたいと考えている団体・企業の皆さまも、ぜひお気軽にお声がけください。



エントリー募集期間

応募説明会

オンライン審査

対面審査

発信する つながる 未来へつなぐ

学生と地域の連携による活

動の魅力や意識、そして課

題を発信していきます。

参加団体同士、団体と参加

者、いろんな人がつながり合

う場を運営します。

この場での出会いが活動を

次のステージへ、未来へと

バトンをつなぎます。

大賞　決定

１年の流れ ＆
応募資格

広がる若者図鑑ネットワーク 横浜アクションアワードとは

いわてワカモノ図鑑 しぞーかわかもの図鑑 横浜アクションマップ

編集メンバーより

－25－ －2－

　横浜アクションアワードは、若者と地域のNPOや団体が協働している事例を多くの方に知っ

てもらい、広げていくことを目的にしています。そのため、活動の表彰に加え、活動を応援す

る場、つながりを広げる場としての工夫を設けています。 

　審査員は、企業や行政、NPO、高校生など多様なまちのプレイヤーが務め、プレゼン審査当

日は一般の来場者にも審査に参加していただけるほか、参加団体と参加者がつながる交流タイ

ムも用意しています。さらに、受賞団体には、活動に役立つプライスレスな支援をサポートメ

ニューとして提供するなど、団体の活動支援の輪を広げ、持続可能な「若者×地域」の活動事

例が増えていくことを目指しています。

・横浜市及び近隣での活動であること

・30歳以下の若者グループ・個人であること

・若者と地域コミュニティの連携事例である

こと

・地域活性化や社会性の高い活動であること

・2025年度に実施している活動、

　および2026年度に実施予定の活動

　このアクションマップは、2024年から制作していますが、きっかけは、いわて学生ボラ

ンティアネットワークが作成している「いわてワカモノ図鑑」でした。岩手の取り組みを見

て、「横浜でもやってみたい」と感じたことが、このマップづくりの始まりです。

　その後、2025年には、ふじのくにNPO活動支援センター発行の「しぞーかわかもの図鑑」

が生まれ、岩手・横浜・静岡へと取り組みが少しずつ広がってきました。

　この輪をどんどん広げていきたいですね。皆さんの地域でもぜひ！

　活動を可視化・数値化して整理したことで、若者団体の広がりや活動の変化

を、より実感をもって捉えることができました。 若者の活動には、資金や資源不

足といった課題もありますが、つながりや情報があることで解決につながる場面

も多いと感じています。 このマップが、団体同士や地域をつなぐきっかけとな

り、若者が活動しやすくなる土台づくりに役立てば嬉しいです。ご協力いただい

た皆様ありがとうございました！（郡司）

本年度で3回目の発行を迎えることができ、今年はなんと50団体以上の皆さまに

掲載のご協力をいただきました。

横浜アクションマップが、少しでも皆さまの活動のお役に立ち、横浜というまち

で人と人、活動と活動をつなぐ存在となり、そして一人でも多くの学生の興味や

関心を引き出すきっかけになれば幸いです。（中山）
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横浜アクションマップ発行にあたって ご支援・ご協力をいただいた皆様
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　「若者の地域活動は、とても楽しい！」

　そんな魅力をもっと多くの人に届けたいという思いから、私たちは2年前に「横浜アクシ

ョンマップ」を制作しました。ありがたいことに、想像以上の反響をいただき、若者の活動

を知るきっかけになった、つながりが生まれた、という声も寄せられました。

　横浜には、地域を大切に思い、地域の人たちと関わりながら活動している若者が数多くい

ます。アクションポート横浜では、2020年から「横浜アクションアワード」を通じて、そう

した若者たちの挑戦や実践を応援してきました。その中で、活動の広がりとともに、オンラ

イン化や社会環境の変化により、若者の地域活動が「見えにくくなっている」現状も感じる

ようになりました。

　こうした背景を踏まえ、改めて若者の活動を見える形で共有し、出会いや連携が生まれや

すい状態をつくりたいと考え、今回あらためてアクションマップを制作しました。

　このマップを通じて、横浜で活動する若者たちの主体的で魅力的な取り組みを知っていた

だければ嬉しいです。これほど多様で活発な若者のコミュニティが地域に存在していること

は、横浜にとって大切な財産であり、私たちの誇りでもあります。

　「地域活動に参加したい」「若者と一緒に何かやってみたい」「誰かの力になりたい」——そ

んな思いが芽生えたとき、このマップが一歩踏み出すきっかけになれば嬉しいです。若者の

活動と地域の魅力が重なり合い、これからも新しいつながりが生まれていくことを期待して

います。

横浜で活動する若者団体を集めました!

－26－

　この「横浜アクションマップ」は、学生ボランティアが中心となり、皆さんの

ご支援と自主財源で作成しました。

　この冊子を手に取っていただき、「若者団体の活動を知ることができた」「若者

団体と繋がることができた」など、冊子の価値や意義を感じていただいたら、　

ぜひとも寄付で応援してくださると嬉しいです。活動の継続を支えてください。

寄付はこちらから

・・・２
・・・３　　　
・・・５
・・・15
・・・16

  ・・・19
 ・・・23
・・・ 24
・・・26

　たくさんのご支援があって、この横浜アクションマップが発行できました。

ご支援をありがとうございました。

＜横浜アクションマップ作成協力＞

伊澤玲奈様、岩永さち子様、小川楓人様
、川原直也様、小林祐介様、白井結芽様、

中嶋伴子様、細野瑞希様、I.N様、

＜横浜アクションマップご協賛＞

一般社団法人ACTO日吉、ウイング横浜北法律事務所、税理士法人エンパワージャパン、

公益財団法人横浜企業経営支援財団

＜横浜アクションマップ個人寄付＞

作成協力：伊澤玲奈さん、藤島美聡さん、八角拓実さん、その他協力してくれた学生の皆さん

表紙作成：鈴木麗加さん



NPO法人アクションポート横浜 

TEL        045-662-4395

メール　info@actionport-yokohama.arg

〒231-0023　横浜市中区山下町94番地 横浜中華街パーキング協同組合内
TEL:045-662-4395
URL:https://actionport-yokohama.org/

発　行：2026年3月
発行者：NPO法人アクションポート横浜
作　成：郡司桃花、中山智萌、高城芳之

© 2026
NPO法人アクションポート横浜

このマップは、若者の地域参加を広げる活動の一環として制作しています。
活動応援基金への寄付（1口500円）にご協力をお願いします。

横浜銀行本店営業部 普通預金
1847186
特定非営利活動法人
ｱｸｼｮﾝﾎﾟｰﾄ横浜

寄付はこちら


	2026アクションマップ28P
	発　行：2026年3月 発行者：NPO法人アクションポート横浜 作　成：郡司桃花、中山智萌、高城芳之
	このマップは、若者の地域参加を広げる活動の一環として制作しています。 活動応援基金への寄付（1口500円）にご協力をお願いします。

	© 2026 NPO法人アクションポート横浜
	横浜アクションマップ発行にあたって
	ご支援・ご協力をいただいた皆様

	横浜で活動する若者団体を集めました!
	目次
	第一部「横浜アクションマップ」   横浜アクションアワードとは　　　　　　      団体一覧                             団体の活動紹介のページ    行政の取り組み    NPOインターンシップの紹介
	第二部「作成にあたって」                             　　　　　 　   横浜アクションマップを作成してわかったこと　　　　　　　　　　　　　　　  コラム 若者と地域をつなぐ現場から   NPO法人アクションポート横浜活動紹介                          ご支援 ・ご協力いただいた皆様
	　たくさんのご支援があって、この横浜アクションマップが発行できました。 ご支援をありがとうございました。

	＜横浜アクションマップご協賛＞
	一般社団法人ACTO日吉、ウイング横浜北法律事務所、税理士法人エンパワージャパン、 公益財団法人横浜企業経営支援財団
	＜横浜アクションマップ個人寄付＞

	伊澤玲奈様、岩永さち子様、小川楓人様 、川原直也様、小林祐介様、白井結芽様、中嶋伴子様、細野瑞希様、I.N様、
	＜横浜アクションマップ作成協力＞


	横浜アクションマップを寄付で支えてください
	寄付はこちらから
	－１－
	－26－
	－18－
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	2026アクションマップ28P
	広がる若者図鑑ネットワーク
	横浜アクションアワードとは
	　このアクションマップは、2024年から制作していますが、きっかけは、いわて学生ボランティアネットワークが作成している「いわてワカモノ図鑑」でした。岩手の取り組みを見て、「横浜でもやってみたい」と感じたことが、このマップづくりの始まりです。
	　その後、2025年には、ふじのくにNPO活動支援センター発行の「しぞーかわかもの図鑑」が生まれ、岩手・横浜・静岡へと取り組みが少しずつ広がってきました。 　この輪をどんどん広げていきたいですね。皆さんの地域でもぜひ！

	編集メンバーより
	　活動を可視化・数値化して整理したことで、若者団体の広がりや活動の変化を、より実感をもって捉えることができました。 若者の活動には、資金や資源不足といった課題もありますが、つながりや情報があることで解決につながる場面も多いと感じています。 このマップが、団体同士や地域をつなぐきっかけとなり、若者が活動しやすくなる土台づくりに役立てば嬉しいです。ご協力いただいた皆様ありがとうございました！（郡司）
	本年度で3回目の発行を迎えることができ、今年はなんと50団体以上の皆さまに掲載のご協力をいただきました。 横浜アクションマップが、少しでも皆さまの活動のお役に立ち、横浜というまちで人と人、活動と活動をつなぐ存在となり、そして一人でも多くの学生の興味や関心を引き出すきっかけになれば幸いです。（中山）
	　横浜アクションアワードは、若者と地域のNPOや団体が協働している事例を多くの方に知ってもらい、広げていくことを目的にしています。そのため、活動の表彰に加え、活動を応援する場、つながりを広げる場としての工夫を設けています。  　審査員は、企業や行政、NPO、高校生など多様なまちのプレイヤーが務め、プレゼン審査当日は一般の来場者にも審査に参加していただけるほか、参加団体と参加者がつながる交流タイムも用意しています。さらに、受賞団体には、活動に役立つプライスレスな支援をサポートメニューとして提供するなど、団体の活動支援の輪を広げ、持続可能な「若者×地域」の活動事例が増えていくことを目指しています。
	発信する
	つながる
	未来へつなぐ
	学生と地域の連携による活動の魅力や意識、そして課題を発信していきます。
	参加団体同士、団体と参加者、いろんな人がつながり合う場を運営します。
	この場での出会いが活動を次のステージへ、未来へとバトンをつなぎます。



	１年の流れ ＆ 応募資格
	応募説明会
	エントリー募集期間
	オンライン審査
	対面審査
	大賞　決定
	・横浜市及び近隣での活動であること ・30歳以下の若者グループ・個人であること ・若者と地域コミュニティの連携事例であること ・地域活性化や社会性の高い活動であること ・2025年度に実施している活動、 　および2026年度に実施予定の活動


	－25－
	－2－
	横浜アクションマップ　エリア別団体一覧
	NPO法人アクションポート横浜紹介

	アクションマップの見方
	活動区
	NO.団体名
	緑区・旭区・瀬谷区
	泉区・戸塚区・港南区
	APYは若者とNPOをつないでまちを盛り上げるNPOです


	アクションポート横浜への参加お待ちしております！
	NPO法人アクションポート横浜
	〒231−0023 横浜市中区山下町94番地横浜中華街パーキング協同組合内  TEL: 045-662-4395  Mail: info@actionport-yokohama.org
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	アクションポート横浜への参加お待ちしております！
	コラム　若者と地域をつなぐ現場から
	　横浜で大学ボランティアセンターや学生サークルが生まれた　のは2000年代前半。僕自身もその頃は学生で、以降ずっと若者たちの地域活動を見てきました。 今では、WEBやSNSを通じて現場にアクセスできる環境や、　　大学の授業で地域に関わる機会も大きく広がっています。 一方で、地域課題が複雑化する中、若者と地域の関係性はこれ　まで以上に重要になっています。ポイントを整理してみました。
	若者が関わることで、地域は元気になる 　若者の参加が地域にもたらす効果は大きく、主に3つあると感じています。 1つ目は、多様な人をつなぐ「接着効果」。若者がいることで、子どもやこれまで関わりのなかった人も参加しやすくなります。 2つ目は「成長促進効果」。チャレンジ意欲の高い世代が加わることで、新しい動きや発想が生まれます。 3つ目は「緩衝効果」。場の雰囲気がやわらぎ、人と人の関係性がスムーズになります。多様な人が主役になれる地域づくりに、欠かせない要素です。
	地域は、若者にとってのリアルな学びの場 　若者にとって地域は、自分の「マイテーマ」を磨ける場所でもあります。スキルアップ、仲間づくり、関心の深掘りなど、目的を持って挑戦できる現場がここにはあります。 また、学校では出会えない多様な生き方に触れられるのも地域ならでは。さらに、答えのない課題に挑み、その反応を間近で受け取れる経験は、若者の成長を大きく後押しします。
	若者が活躍できる場を、もっと身近に 　若者が地域に関わる入り口は、まだ十分とは言えません。関心を持つ若い世代は増えているからこそ、もっと身近に参加できる導線が必要です。 この冊子が、活動を知るきっかけになり、参加や相談、新しい挑戦につながってほしい。事例が見えることで、地域活動のハードルは確実に下がります。
	　これからの地域づくりに、担い手の存在は欠かせません。若者を単なる「人手」として消費するのではなく、主体性を引き出し、地域のニーズとつなぐコーディネーションが重要です。 世代を越えて、誰もが仲間として関われる地域へ。 一緒に、横浜を盛り上げていきましょう。



	栄区・金沢区・磯子区
	港北区・都筑区・青葉区
	22 かながわ学生ボランティア連合        金沢区 23 せとさんち　　　　　　　　　　　  金沢区 24 横浜市立大学　　                            金沢区      学生ボランティア団体 Clover                     25  横浜市立大学ボランティア団体    　one by ONE                                       金沢区/鶴見区 26 LINKAI横浜金沢ラボ研究室             金沢区 27 横浜市立大学柴田ゼミ          金沢区/横浜市      ねぎとろ/NEGITOLO 28 横浜市立大学医学部YDC                 金沢区
	29 きちじつ！まったりルーム                港北区 30 師岡こども学習会                             港北区 31 慶應義塾大学公認学生団体                港北区       S.A.L.Oikosプロジェクト 32 東京都市大学 ISO学生委員会            都筑区 33 あおばコミュニティ・テラス            青葉区 34 桐蔭横浜大学                       青葉区/横浜市      ボランティアサークルVinca

	鶴見区・神奈川区・保土ケ谷区
	西区・中区・南区
	35 ユニゲート                                       鶴見区 36 NPO法人まち×学生                       神奈川区      プロジェクトPlus 37 サンタクリーン大作戦　　　　　    神奈川区 38 AgridgeProject                          保土ヶ谷区 39 KIKCAFE学生部                         保土ヶ谷区      +チーム平成 40 かたびらカモ隊                           保土ヶ谷区 41 ほどがや無料塾                           保土ヶ谷区 42 ワダヨコ　　　　　　　　　    　保土ヶ谷区 43 てらこやみなとみらい                 保土ヶ谷区                                                       /西区/中区
	44 あすのち                                           西区 45 FPTEENS×一般社団法人横浜西口     西区      エリアマネジメント 46 関東軽音部                           西区・港北区 47 NPO法人Connection of                     西区      theChildren 48 野毛坂グローカル                              西区 49 かんきょう文化祭                              中区 50 一般社団法人GRAF(グラーフ)            南区 51 スリバチ　　　　　　　　　　　　　 南区 52 下町編集室OKASHI                   中区/南区 53 にじいろ探険隊                                  中区 54 Re.BASE                                           中区

	横浜市全域・全国
	55 56 57 58 59
	Canvas NPO法人HpRun ヨコハマゼロワン 全国学生ボランティアフォーラム NPO法人アクションポート横浜
	横浜市内 横浜市内 横浜市内 全国 横浜市内
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	－22－
	● 2025年/様々な大学 ● 「まちの交差点」をコンセプトに、地域・学生・NPO法人・企業がタッグを組み、希望が丘チャレンジベースの整備を行う。希望が丘のまちの交流を増やす様々な人の挑戦を支える場を設計施工する。
	8.希望が丘 TONKAN(希望が丘チャレンジベース)
	7.サコラボ


	若者×地域の活動の成り立ちパターン
	横浜アクションアワードが始まって約7年。「若者×地域」のパートナーシップはますます広がっています。実際にはどんな団体があるのか、傾向を4つにまとめてみました。
	①学校（大学）発の活動
	　若者といえば、やはり学校。学校のサークルや部活、ゼミなどがきっかけで若者の地域のコラボから始まる活動も多い。横浜では2000年前後からサークル活動が活発化した。
	若者
	③市民団体・施設発の活動
	　市民団体やNPO、施設に集まるボランティア・インターン生が団結して活動が始まる活動。単なるお手伝い的な活動ではなく、独自の活動を展開。イベントやプロジェクト型も多い。

	②若者発の活動
	　地元の友達や仲間とスタートするなど、若者の発案から地域での活動が始まるパターン。コロナ以降はオンライン会議ができるようになり、一気に増えている。

	地域
	④コーディネーター発の活動

	　施設やNPOのコーディネーターが仕掛け、若者と地域を繋いだ活動を作る活動も最近は増えている。
	　色々な活動がありますが、素敵な団体をみるといくつか傾向も見えてきます。 　一つはきちんと若者と地域の関係構築、相互理解ができていること。そして、お互いに活動を楽しんで参加できる工夫があること。何よりきちんとお互いが納得した形で意思決定の場を作ること。まだまだあると思いますので、皆さんの団体の工夫やアイデアも是非教えてください！


	コーディネーターに相談してみよう！
	　NPO支援、地域支援、福祉、青少年、子育てなどなど… 横浜にはたくさんのコーディネータがいます。
	　横浜コーディネーターキャンパスでは、分野やエリアを超えて若者と地域をつなぐコーディネーターが集まり、情報交換や学び合いの場を作っています。 　若者と、地域と、活動をしてみたい！ブラッシュアップしたいと思ったらぜひご相談ください！
	横浜コーディネーターキャンパス
	● 2017年/横浜国立大学 ● 横浜国立大学の学生が左近山団地に居住し、地域住民と一体となって地域活性化に取り組む。ピザ窯を作ったり、映画祭を開催したりと、ユニークなイベントを企画・実施。地域の小中学校とも連携し、地域ぐるみの教育活動にも力を入れている。
	● 2021年/様々な大学・高校生 ● 高齢者向けにスマホ講座等のデジタル支援を行っている。 地域活動を始めたい方向けに、スマホサポーター養成講座も開催。ケアプラザや役所、自治体と連携しながらデジタル偏差値の向上を目指している。
	● 2002年/フェリス女学院大学 ● 泉区役所と連携し、ペットボトル削減やマイボトル普及に向けた啓発動画を作成。また、地元のカフェやベーカリーとコラボし、地域産の食材を使ったメニュー開発や、学園祭でのパン販売など、地域に根ざした取り組みを行う。
	10.エコキャンパス研究会
	9.NPO法人MIks
	● 2025年/フェリス女学院大学 ● 大学内で古本を回収し、それを再販売し、得た利益で途上国の子どもたちの教育支援をしている。現在、150冊以上の本を回収しており、販売に向けて積極的に活動中。

	11.国際協力団体キープ・ザ・スマイル

	12.STUDY FOR TWOフェリス女学院大学支部
	● 2020年/フェリス女学院大学 ● 発展途上国の人々の暮らしを改善するため、国際協力活動を行う。フェアトレード商品の販売やイベント開催を通して、発展途上国の現状を日本に伝えるとともに、学生や地域住民への啓発活動を実施。また、発展途上国への調査も実施し、より効果的な支援を目指す。


	－21－
	－6－
	青葉6大学連携事業
	13.フェリス女学院大学ボランティアセンター
	15.NPO法人 宮ノマエストロみやまえ塾
	14.しんばしスマホ推進委員会
	16.とものラボ×SAI vision
	17.NPO法人JUNKO Association

	18.NPO法人戸塚てらこや
	◼︎団体の情報発信ツールはInstagramが一番多い



	DATA3
	Instagram 52団体
	ホームページ 41団体
	X（旧Twitter） 31団体
	Facebook 27団体
	◼︎活動上の課題は「世代交代や役割分担」が最多
	　一方で、一昨年は「広報・発信が得意ではない」という課題が最も多く見られたが、今年度はその順位が下がっている。これは、SNSの普及やAIツールの発達により、発信のハードルが下がり、一定程度解決されつつあるためだと考えられる。

	－7－
	－20－


	2026アクションマップ28P
	2026アクションマップ28P
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	19.明治学院大学学生ボランティア団体             あなたのとなりに。-SBC-
	20.Umee Coffee
	21.新世代創造ミーティング
	22.かながわ学生ボランティア連合

	23.せとさんち

	横浜アクションマップ 掲載団体募集！
	NPO法人アクションポート横浜 横浜アクションアワード担当 apygakusei@gmail.com


	団体の状況・見えたこと
	横浜アクションマップの掲載団体の統計から気づいたことをまとめてみました。
	◼︎設立年度と構成員の統計から「様々な大学」の学生で構成された 　新設の団体が増えている
	　今回登録された59団体を見てみると、2020年以降に設立された団体が全体の6割近くを占めており、新設団体が多いことがわかる。  　さらにその内訳をみると、「地域」や「やりたいこと」を軸に、さまざまな大学の学生や若者が集まって構成された団体が増加している傾向が見られる。  そこには、自分が生まれ育った地域への思いや、これまでに経験してきたこと・やりたいと感じてきたことを形にしたいという意識が、団体設立の動機として強く表れているように感じられる。

	◼︎団体の構成大学は大学の環境次第、高校生や社会人の活動も増えてきた
	　ボランティアセンターの有無や、大学の授業における実習制度の整備状況など、大学としての環境整備が、大学生の地域参加のハードルを大きく左右していることが分かる。  　一方で、近年は大学生に限らず、社会人や高校生など、幅広い世代が地域に関わる機会も増えてきている点にも注目したい。大学生・高校生・社会人が大学や立場の枠を越えて地域に関わる動きが見られることは、今後の地域活動の広がりや可能性を考える上で重要な変化だと感じられる。
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	金沢区
	金沢区/鶴見区

	青葉6大学連携事業
	24.横浜市立大学学生ボランティア団体Clover
	25.横浜市立大学ボランティア団体one by One
	● 2018年/横浜市立大学 ● 入院中の子どもたちに、オンラインで家庭教師とイベントを提供。学習のサポートだけでなく、学習をコミュニケーションツールとし、子どもたちに「気にかけてくれる人がいる」と感じてほしい思いで活動する。家族との思い出作りを支援するため年に4回のイベントも実施。
	● 2022年/横浜市立大学 ● SDGs14「海の豊かさ」をテーマに海洋問題解決に向けた活動を実施。コンタクトレンズの空ケースリサイクルや海岸清掃など、身近なことから始め、多くの人々に海洋問題への関心を呼びかけている。地域住民との共働を通して、より良い海づくりを目指す。
	金沢区
	金沢区/横浜市
	● 2024年/関東学院大学 ● LINKAI横浜金沢の学校を中心に科学実験教室を開催する。 産学官連携を生かし子どもに科学の面白さ，楽しさを実感してもらう。
	● 2025年/横浜市立大学 ● 地元水産会社との産学連携のもと、廃棄される魚パックのシールを活用し、小学校の学童施設・保育園・魚食推進イベントなどで児童と共におさかなアート制作を行う。

	26.LINKAI横浜金沢ラボ研究室
	27.横浜市立大学柴田ゼミねぎとろ/NEGITOLO
	金沢区
	● 2015年/横浜市立大学 ●主に横浜市金沢区内の小中学校・消防署・地域コミュニティと協力して医療の正しい知識を市民の皆さまに伝える訪問授業・出張講座を行なっている。 対象は子どもに注目して活動してきたが、近年は他の世代の方にもアプローチできる方法を模索している。

	28.横浜市立大学医学部YDC
	港北区
	● 2025年/様々な大学・高校 ●居場所づくりに関心のある中高生が集まり、大学生スタッフと共に、日吉駅近くのマンション《プラウドシティ日吉》内のコミュニティスペース「まちのリビング」を活用して、月1回程度、中高生のための居場所づくりの企画・運営を行う。
	29.きちじつ！まったりルーム
	コトラボ合同会社 「ヨコハマホステルヴィレッジ」

	NPO法人かながわ外国人 すまいサポートセンター
	コミュニティ再生・起業
	外国人支援

	NPO法人 パノラマ
	子ども・若者支援

	NPO 法人 アスリード
	若者のキャリア 教育支援・企業連携

	NPO法人 横浜市民アクト
	まちづくり・市民活動支援
	つづきアート& メディアパートナーズ
	文化芸術


	NPO法人 アークシップ
	まちづくり、アート

	NPO法人 ピッピ・親子サポートネット
	子育て・介護・障がい支援・学齢期児童の居場所

	NPO法人 教育支援協会南関東
	子ども・若者の学び、 体験を促進

	NPO法人 横浜NGOネットワーク
	生活クラブ 生活協同組合・神奈川
	国際協力
	暮らしを豊かにする事業


	NPO法人 アクションポート横浜
	中間支援、まちづくり
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	NPOインターンシップ
	　アクションポート横浜では、横浜の地域やNPOに関心を持つ学生を発掘し、活動するきっかけを作るため、NPOインターンシップ事業を2009年より運営している。　 　この事業では横浜近隣大学と受入NPOにご協力をいただき、学生は関心のあるNPOで夏休みを中心におよそ10日間〜６ヶ月間の活動を体験する。提携大学の学生は授業の一環としてこのプログラムに参加できるため、幅広い層の学生がまちへの一歩を踏み出すきっかけとなっている。
	2025年度の活動
	参加者数　計69名
	NPOと学生の 　　　相談会
	事前研修会


	修了式・成果報告会
	学生とNPOをつなぐプログラムの事例
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	NPOインターンシップ
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	保土ヶ谷区


	行政の取り組み
	青葉6大学連携事業
	＃青葉区　
	　区内にキャンパスを有する６大学と地域のつながりを深めるために、2010年から各大学と連携・協力に関する基本協定を締結し、連携事業を行っている。  6大学：國學院大學、星槎大学、玉川大学、桐蔭横浜大学、日本体育大学、横浜美術大学、
	青葉区 区政推進課 企画調整係
	緑区地域振興課

	みどりサンタプロジェクト
	＃緑区　
	　2021年から実施している若者や子どもたちが中心になって、サンタの帽子をかぶって、まちのごみ拾いをする活動。東洋英和女学院大学、横浜創英大学、東京科学大学、横浜商科大学、昭和医科大学と連携して行っている。　

	キャンパスタウン金沢(サポート事業補助金)
	＃金沢区　
	　関東学院大学・横浜市立大学との連携を強化し、「キャンパスタウン金沢(大学の活力を生かしたまちづくり)」に取り組んでいる。両大学の学生の地域活動などを支援する「サポート事業補助金」では、『地域の活性化や地域課題の解決』に取り組む活動を支援している。
	金沢区 地域振興課
	神奈川県  県土整備局建築住宅部 公共住宅課


	神奈助人s(かなすけったーず)
	＃保土ケ谷区　
	　神奈川県では、入居者の高齢化が進む県営団地について、だれもが健康で安心していきいきと生活できる健康団地への再生に取り組んでいる。その一環で、団地コミュニティの活性化を目指して、空き住戸に大学生が「神奈助人ｓ」として入居し、お祭り・餅つき大会などの自治会活動のお手伝いのほか、スマホ相談会などのイベントを自ら企画し、開催している。


	生活クラブ生活協同組合神奈川
	キララ賞(かながわ若者生き活き大賞)
	　地域を生き活きとさせる活動、人と人のつながりを豊かに生み出す活動、未来を切り開いていく活動など、オルタナティブな生き方を模索している若者を発見し、応援する活動。毎年2件の個人または団体に「キララ賞」と「副賞50万円」を贈呈している。

	42.ワダヨコ
	43.てらこやみなとみらい
	● 2010年/横浜国立大学 ● 横浜国立大学の学生が中心となり、和田町で地域交流活動を実施。子ども向けイベントの企画・開催や、町内会主催のイベントへの参加を通して、地域住民との交流を深めている。和田町のゆるキャラ「和田丸」の運営も担い、地域の魅力を発信する。
	● 2018年/神奈川大学,横浜国立大学,高校生 ●学生と子どもが共に成長し、個性が輝く企画を月に一度行う。アットホームな雰囲気で、一人ひとりとの関わりを重視する。学生と子どもの第三の居場所をつくり、全国てらこやネットワークの一員として、地域の子どもと活動。
	西区
	西区

	45.FPTEENS×一般社団法人横浜西口 エリアマネジメント
	44.あすのち
	● 2017年/様々な大学 ●「子どもが自分の明日を信じていける社会」を目指し、無料の学習サポート教室とフリースペースを開いているボランティア団体。小学生から19歳までが対象で、スタッフと一対一で宿題や受験勉強に取り組んだり、ボードゲームであそんだりして過ごすことができる。
	● 2017年/高校生 ● 横浜駅西口エリアのまちの活性化と魅力追求に、10代の目線で取り組む高校生チーム。「ニシグチを楽しむ、楽しんでもらう」を合言葉にまちのリサーチ、イベント企画、情報発信などを行う。まちづくりに関わりながら、西口を舞台に自分達のやってみたい事に挑戦する。
	西区/港北区
	西区
	● 2010年/様々な大学 ●「全ての子どもがやりたい事を見つけ、それに挑戦できる社会」と「国籍や文化、障がいに関わらず誰もが温かい気持ちで繋がれる社会」を目指し、子どもたちの挑戦を応援する教育事業や国際交流事業を行っている。

	46.関東軽音部
	47.NPO法人Connection of the Children
	● 2023年/高校生 ● 関東圏で「学校に軽音部がない」「学校の軽音部になじめない」「外部でも軽音活動がしたい」という学生の居場所を作るために設立。地域のライブハウスと協力してライブを開催し、出演者やスタッフ、そして地域の人々が交流する場を提供する。運営は高校生が行う。
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	西区

	青葉6大学連携事業
	48.野毛坂グローカル
	● 2016年/様々な大学,高校生 ● SDGsの基本理念「誰ひとり取り残さない」な社会を目指す様々な活動を行っている。海外と日本の学びあいを通じた地域づくりと多文化共生を目指す。海外へのスタディツアーの実施、海外から日本へのスタディツアーの実施もしている。
	● 2022年/managara大学 ● 特別支援学校の生徒を対象に、「コーヒーかす」を使った商品の開発・販売をする実践型プログラムを行う。「捨てられるものに新たな命を与える」をキャッチコピーに活動する。

	50.一般社団法人GRAF(グラーフ)
	中区/南区
	● 2021年/横浜国立大学,社会人 ● 横浜の下町「関外（吉田新田）エリア」を拠点に「場づくり」と「アーカイブ」をおこなう若者コレクティブ。文化や美的意識（をかし）をきっかけに、ひとびとが居合わせる場の魅力や、下町の遊び方を探っている。

	52.下町編集室OKASHI
	中区
	● 2010年/様々な大学,高校生 ● かんきょうデザインプロジェクトは、環境問題への関心を高めるための活動を実施。毎年開催される「かんきょう文化祭」では、中高生のフォトコンテストやリメイクファッションショーなど、様々なイベントを通して、環境問題に対する意識啓発活動を行っている。
	49.かんきょう文化祭
	南区
	● 2024年/横浜国立大学,社会人 ● 南区中里エリアの一角で課題となっている空き家問題を解消するため、横浜国立大学建築学科出身の４人が、弘明寺公園に隣接する、「谷戸」と呼ばれる地形の谷部分（スリバチ）にある空き家をリノベーションしながらシェアハウスとして利用している。

	51.スリバチ
	中区

	53.にじいろ探検隊
	● 2017年/関東学院大学,様々な大学,高校生 ● 外国にルーツをもつ若者が経験を⽣かし『Rainbowスペース』の企画・運営や学習支援、映画制作、地域貢献を⾏う。「安心できる居場所、知りたい・学びたいをつなげる空間、自分の可能性に気づき、表現できる場所」がモットー。
	南区
	横浜市ほか
	中区


	54.Re:BASE
	55.Canvas
	● 2023年/立教大学,神奈川大学,東洋英和女学院大学 ● 将来に熱狂し、ありのままの自己表現ができる中高生を増やすことを目指す。対話イベント、3ヶ月間のプログラム、オリジナルカードゲーム、メンター会を通し、自他を知る▶︎自分を探り深める▶︎自分を試し耕すを一貫して提供。

	● 2025年/様々な大学 ●中高生を主な対象にした【自習室】と【居場所（BASE）】を融合させた理想の自習室。家や学校に以外のもう一つの居場所として、みんなが勉強したり、気軽に集まったり、時には地域の人とちょっとした交流が生まれる、そんな場所になったらいいなと考えている。
	横浜市内
	横浜市内

	● 2025年/様々な大学, 高校生, 中学生 ● 「横浜の未来をキミの手で！」を掲げ、GREEN×EXPO 2027を見据えて、中高大生が主体となり横浜の未来につながるプロジェクトを企画・実践する枠組み。2025年度は基盤づくりを行い、2026年度から本格始動予定。
	● 2020年/様々な大学,高校生,中学生 ● 「若者×社会課題解決×スポーツ」をテーマに、スポーツの振興と社会貢献活動推進のため、HpRunClubの運営や、身近な取り組み方で環境の保全を図るイベントの開催などを行っている。
	57.ヨコハマゼロワン
	56.NPO法人HpRun
	横浜市内
	全国


	● 2008年/様々な大学 ● アクションポート横浜は若者とNPOをつないで、まちを盛り上げる活動を行うNPO。「まちにたくさんの主人公を！」を合言葉に、学生が主体となりコーディネートしながら、まちに関わる機会を作っている。

	59.NPO法人アクションポート横浜
	58.全国学生ボランティアフォーラム
	● 2018年/様々な大学 ● ビジョンに「ボランティアっていいよね」を文化に、を掲げ、地域や分野を超えたコミュニティ作りをしている。年に1度、全国からボランティアに関わる学生が集まり、泊まりがけでボランティアや自分の活動についてとことん語り合う合宿研修型のプログラム。
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	2026アクションマップ28P
	2026アクションマップ28P
	青葉6大学連携事業
	2.神奈川大学体育会サッカー部
	1.神奈川大学経営学部山岡ゼミ
	3.コーヒープロジェクト
	4.ミドリトリドリ
	● 2024年/高校生 ●世代や国籍、障がいの有無を越えて人がつながるまちづくりを目指す。 地域の公共施設や個人商店などへのインタビューを通じて課題を見つけ、その解決に向けて地域の人々が交流でき、ニーズに寄り添ったイベントを企画・運営する。また、地域の魅力やおすすめ情報をSNSで発信している。
	5.エスレガーレ横浜
	6.マッチメディア瀬谷


	横浜アクションマップから感じたこと 編集学生の視点から
	　今回、学生2人を中心に59団体の方とやり取りを行い、情報を集め、本マップを作成しました。作成を通して、学生の視点から感じたことをまとめます。 今年度は、若者団体の数、そして私たちが実際にやり取りできた団体の数が大きく増加しました。一昨年38団体、昨年42団体であった掲載団体数は、今年度は59団体となり、年々広がりを見せています。
	　その背景には、団体同士や地域の人とのつながりが広がっていることがあります。意識的に連携している団体だけでなく、知らないところでゆるやかにつながりながら活動しているケースも多く見られました。 　また、企業やNPO、コーディネーターと連携しながら取り組む団体が増え、地域内の関係性がより立体的になっています。あわせて、地域を軸に活動する団体や、設立から1年以内の新しい団体が増えていることも特徴です。
	　活動の担い手も多様化しており、特定の大学に限らず、「やりたいこと」や「地域」を軸に集まる団体が増えています。大学生だけでなく、社会人や高校生など世代を超えた活動も広がっており、学生時代の活動を社会人になっても継続する人や、これまでの経験や特技を生かして地域に関わる団体も見られました。　 　一方で、多くの団体からは、活動を継続するうえでの課題として、メンバーのモチベーション維持や世代交代の難しさが挙げられました。特に、代表や運営を担う次の世代が見つからず、主体的に活動を引き継ぐ新メンバーの確保に悩む声が多く聞かれました。 　こうした中で本マップには、区内・市内で活動する他団体の存在を知り、つながることで、困ったときに協力し合える関係を築きたいという期待が寄せられています。団体同士が互いの活動を知り、地域の中で支え合うことが、活動の継続や人材の循環につながる可能性があると考えます。 　本マップが、これから地域に関わりたい若者にとっての「はじめの一歩」となると同時に、すでに活動している団体にとっても、つながりを広げ、活動を続けていくための支えとなることを期待しています。
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